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△ 開議 午前１０時００分 

 

○議長（武田 正光議員）   

 改めまして、おはようございます。これから本日の会議を開きます。 

 直ちに本日の日程に入ります。 

 

△ 日程第１ 一般質問 

 

○議長（武田 正光議員）   

 日程第１、一般質問を行います。 

 議席ナンバー８番、秋田浩平君の一般質問を許します。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 町民の皆様、おはようございます。それでは、２日目、１番に一般質問をさせて

いただきます。 

 さきに、先般、通告しました２項目、３点について、行政の意見を聞いてみたい

と思います。 

 それでは、１項目め、施政方針について。 

 １、安定した雇用を創出する農業、水産業の持続的発展による経済の活性化及び

所得の向上。主に農政分野についてです。 

 ２、新しい人の流れをつくる。その中で、ふるさと創生室についてお聞きしたい

と思います。 

 ２項目め、衛生環境について。 

 新型コロナウイルスについて、当局の意見を伺いたいと思います。 

 これで１回目の質問を終わります。 

○議長（武田 正光議員）   

 ただいまの秋田議員の質問に対して答弁を求めます。 

 森田町長。 

○町長（森田 弘光君）   

 おはようございます。それでは、秋田議員のご質問にお答えいたします。 

 １点目、施政方針について。 

 その１、安定した雇用を創出する農業、水産業の持続的発展による経済の活性化

及び所得の向上について、主に農政についてということでございます。 

 お答えいたします。 

 農業振興の各種施策につきましては施政方針でも申し上げましたが、本町はサト
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ウキビやバレイショを初めとする畑作物の栽培、肉用牛経営、施設園芸作物などを

組み合わせた複合経営が天城町の基本的な農業体系だと考えております。 

 これにあわせまして、土づくりと畑地かんがいによる水利用を基本に、農業所得

の向上と担い手の確保を目指してまいりたいと考えております。 

 ２点目、新しい人の流れをつくる。ふるさと創生室についてということでござい

ます。 

 お答えいたします。 

 加速する人口減少問題、それに対しまして移住・定住施策の展開と空き家対策、

そしてその利活用の推進をより一層図り、その体制強化を目指してまいりたいと考

えております。そのためにふるさと納税業務に職員を増員し、返礼品のブラッシュ

アップや品数の充実、そして寄附された方への情報提供など、より多くの天城ファ

ンをつくっていきたいと考えております。 

 ２点目、衛生環境について。 

 新型コロナウイルス対策についてということでございます。 

 お答えいたします。 

 昨日、喜入議員にもお答えしましたが、全国的な感染拡大が懸念されております

新型コロナウイルス感染症でございますが、幸いなことに徳之島、鹿児島県では感

染はまだ確認されていない状況であります。この現状の中で一番大切なのは、島内

への感染流入を防ぐことだというふうに考えております。 

 空と海の玄関を有する本町では、水際対策はもちろんですが、関係機関と連携を

とりながらその対策に取り組んでいるところでございます。 

 以上、秋田議員のご質問にお答えいたしました。 

○議長（武田 正光議員）   

 それでは、自席からの質疑を続けてください。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 ただいま１回目の答弁をいただきました。 

 それでは、私なりの考えを順次お聞きしていきたいと思います。 

 天城町、先ほど町長がおっしゃったとおり複合経営の農業形態であります。それ

でもやっぱり畑作物は畜産に次ぐ、並ぶものであって、その中でもサトウキビが一

番重要な部門を占めていると私は思っております。 

 今期のサトウキビなんですが、製糖期が始まる前、台風もなく年の降雨量もよく

て成長がいい。多分豊作になるんじゃないかと誰もが思ったと思います。でも、現

実に操業が始まってみますとなかなか思ったほどトン数が出ないという状況が続い

ておりまして、この間の更正で、久しぶりに天城町で１回で４千ｔを超える減とい
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う更正高を見ました。４千ｔ、ほんとにという余り聞いたことがない数字でありま

した。２千ｔから３千ｔまでは今までも何回かありますけど、現実にこういうふう

になったときに、天城町も、これが何でこういうふうな減になったのか、植付け面

積なのか。 

 まず、植付け面積は過去５年間、第２次農業ビジョンの中で示されているとおり

で大体推移しているのか。どのぐらいの減収になっているのか。３１年度でわかれ

ば、植付け面積をお願いしたいと思います。 

○農政課長（山田 悦和君）   

 お答えいたします。 

 植付け面積につきましては、若干減があるものの、ほぼ横ばい状態ということで

ございます。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 であれば、横ばいということであれば大体１千１００町歩ぐらいの流れでいって

いるということでよろしいでしょうか。 

○農政課長（山田 悦和君）   

 はい、結構でございます。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 １千１００町歩、１千１５０、そのぐらいの間で推移しているんじゃないかなと

予測しますが、これが要因として施政方針の中には高い株出、株出とイノシシの被

害が顕著に見られて減収の要因になっているというふうに書かれておりましたが、

まず、新植じゃなくて株出、夏植新植、春植と比べての株出の何がいけないのか。

特に、徳之島３町の中では天城が株出結構多いというふうに、工場関係の方から聞

いたんですが、これに対する管理の仕方、何が悪くてこの株出が悪いというような

感じになっているのか、お願いします。 

○農政課長（山田 悦和君）   

 お答えいたします。 

 株出管理の中での、今何が原因かというところでございますが、まず、株出の回

数について、ここ数年間、サトウキビの不作、減収等に伴いまして、回数が若干多

いというところが見られるというところでございます。 

 あと、それにあわせて農家の高齢化に伴いまして管理作業に差が出ていると。い

いところについてはかなりいいんですが、悪いところについてはかなりその差が顕

著に出ているというところがございます。 

 あともう一つ、株出の適期管理、ここがかなり重要だと言われているんですが、

今、株出についても、株出を受託作業にかなり頼っているところがありますが、こ
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の受託作業がなかなか適期の時期にあわせて追いつかないという状況になっている

ようでございます。 

 以上のようなところだと考えております。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 課長が言っていること、ほぼ私もそういうことがあると思います。 

 では、今現在、天城町の農業、特にサトウキビ、ジャガイモ、これに関係してい

る農家の年齢構成、ざっとでいいです。まだ今年の農業センサス、この間の集めた

ばかりで、まだ集計が途中でついてなかったもんですから、年齢構成が大体６０歳

以上が主だと思うんですが、大体どのぐらいの畑作物、キビ、ジャガイモ等に関連

している農家の年齢、わかれば。 

○農政課長（山田 悦和君）   

 お答えいたします。 

 平成３０年度、以前の農業センサスからの数字でございますが、６０歳以上の農

家人口が天城町の農業者人口１千７０５名に占める割合が５３％強ということにな

っております。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 それは農業ビジョンの中での数字で、多分年明けに集計した中では、先ほど担当

とちょっと話をしたんですが、もうちょっと上がるんじゃないかと。これは何でか

というたら、結局キビ、畑作物に対する新規就農者の減にも直接的な原因があるん

ではないかと。若者が農業に入っているのは見られるんですが、これが畜産とハウ

スとか園芸の関係には結構若者が入っているんですが、現実に、畑作物の中のサト

ウキビを捉えた場合には、新規で入ってきてサトウキビをやろうという若いのがな

かなか見えないような状態だと私は捉えているんですが、この新規就農者、言って

みれば後継者はどのような感じで今天城町では動いているわけでしょうか。 

○農政課長（山田 悦和君）   

 お答えいたします。 

 他地域、例えば県内、あと郡内に比べても、徳之島の新規の就農率、若い方の就

農率は、どちらかというと高い傾向にはございますが、今のところ、その作物でい

きますと、今畜産がほぼ全てを占めているような形となってきております。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 実際にそうなんです。農業センターで営農塾というか、研修をしても、花卉とか

そういう園芸物にいってしまって、畑作物、つくらないわけではないんですけど、

本格的にやろうには、今先行投資の設備、親がやっている後継者であればまだいい

んですが、新規でやろうにもちょっと無理がある。畑も借りられない。そういうふ
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うないろんなもろもろの問題があって、畑作物、サトウキビ、バレイショに対して

の新規就農はほぼ少ない状態が今の現状ではないかと思います。 

 さっき言うのを忘れたんですが、これは今から製糖が終わって検証されるという

ことなんですが、３１年（令和元年度）、降雨量と日照不足、特に６・７月の降雨

量で日照時間がその時期極端に低いという気象データがある。これも南西糖業さん

からいただきました。出ていて、そういうのも要因の一つじゃないかなと。糖業部

会の企画調整委員会ですか、これで最終的な結論は出すということで返事をもらっ

たんですが、一番管理作業の仕上げの段階のときになかなか畑に入れなくて、そう

している間に草も生えたり、高齢者は特に草が生えたりしている中で除草剤散布と

かいろんな作業で少しおろそかになった点もあるのかなと。 

 ですので、本当は今年私もちょっと期待していました。でも、去年の台風によっ

て根っこが動いている株、これが株出で立てた場合の原因も少しはあるのかなと私

なりに思っておりますが、特に山手側で、私の畑のあれからいくと、山手側と海側

では生育が全然違います。そういうのが雨の多い、日照不足、こういうのも影響し

ているのかなという思いでいます。 

 新規就農者もそういうふうな形で、畜産とかこういうのには入るんですが、なか

なか畑作には入ってきていないというのが現状と思います。こういうのをもろもろ

データ的に、目標、設定、こういうのをもろもろ出していくのが農業ビジョンだと

思うんですが、たしか今年度、農業ビジョン作成の第２次農業ビジョンの最終年度

が去年でしたので、今年新たに今後５年間の農業ビジョンを作成していくと思うん

ですが、これはどういうふうな形で、いつごろ作成予定、今のところ課長のほうで

準備があれば。 

○農政課長（山田 悦和君）   

 お答えいたします。 

 農業ビジョンにつきましては、農業全般の目標、指標を示す大事なものだと位置

づけられていると考えております。ただいま第２次天城町農業ビジョンが策定され

て、今年度、令和元年度が最終目標の年度となります。令和２年度からの目標設定

に向けて現在作業中でございます。皆様にお示しできるのは今年中いっぱいかと考

えております。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 私、２次の農業ビジョンを手元に持っているんですが、これがあって初めて天城

町の５年間の設定目標、この中ではあくまでも農業生産額４５億という設定額です。

これをぱっと見て、もう本当に年齢構成から作付の作型からもう全部ほぼあれする

んですが、サトウキビにおいては現実にこの５年間でどんどん減ってきています。
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面積自体が。 

 先ほど、これは最終的な統計じゃないからちょっとはっきりは言えないですよと

いうことだったんですけれども、６０歳以上の高齢者がほぼこの畑作キビに従事し

ていると。ということは、５０％じゃなくてもう６０、また超えているんじゃない

かなというのが危惧されます。 

 ですので、この農業ビジョンというのは、なるべく早目に仕上げて、私たちにも

見せてもらい、また農家の方に、天城町の方向性としてはこういうものであると、

こういう中にキビ、サトウキビ、ジャガイモ、園芸、畜産、この中で重点的に何を

今後進めていくのかというのがこのビジョンを見ればある程度読み取れる状態にな

っていますので、課長も農政課に来てまだあれですので、なるべく早目に。 

 ですので、その部署部署の担当職員にまとめてもらえれば一番わかる人がやるん

だから、ちょっと早目にできないかなと思ったりしますが、この農業ビジョンを作

るに当たって、町としては何か入れ込みたい構想できるものをお持ちでないでしょ

うか。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 一番私が懸念しているのが、１つには今まさしく議論されております新規就農者

の中でサトウキビ部門に若い人たちが入ってきていないというところが一番心配し

ております。今議論されておりますように、高齢化は進んでいく。若い人が入って

こないということになると、あと５年後、１０年後の天城町、徳之島全体だと思う

んですが、サトウキビという基幹作物と私たちが言っているそれが果たして維持で

きていくのかというところで非常に今私は懸念をしております。 

 そのためには、やはりサトウキビが魅力ある、若い人たちがそこに取り組んでみ

たいという、その魅力があるそういった作物にしていかないといけないわけであり

ます。そのためには、しっかりと単収を確保していくというところがまず第一番で

はないかなと私は考えてきております。 

 まさしく今議論の中にあるんですけど、もともとことしは豊作であるだろうと思

っていたのがなかなか思うように出なかったということ、会社の方々とも語ったり

するんですが、そこには今株出しが去年、おととしの台風、いろんな災害等のダ

メージで根っこが上のほうに上がってしまっていて、非常に脆弱なサトウキビの中

で私たちが期待をしてきたんじゃないかなと思っております。そのためには、しっ

かりと新植に移行するというお手伝いをしないといけない。そのためにはどうする

かということをこれから考えていかないといけないと思っておりますが、これから

議論になると思うんですけれども、その手植えの助成とかいろんなプランター植付
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けの助成とかいうことで新植には移っていかないといけないなと思っております。 

 そういう中で、じゃこれからの農業ビジョンで私たちがどうするかということで

すが、そこには徳之島用水の水がございますので、それをしっかり、いかに営農ビ

ジョンの我々の方向を示したものを私たちの天城町の農業ビジョンに位置づけて、

そしてそこに目指していくかということが一番大事なことであるというふうに思っ

ております。 

 もう一点は、これはすべからくの畑作物に言えるかと思うんですが、土づくりに

ついて、いま一度私たちは見直していかないといけない。大きく言ってその２点を

私はこれからの天城町の農業の方向性の中の一番大事なことかなというふうに私は

考えています。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 まさに今町長がおっしゃった、前から引き継いできていることですが、結局土づ

くり、今堆肥の投入量も去年よりちょっとふえてきて、もう堆肥センターが堆肥を

散布するのに間に合わない状態というのがちらほら聞いたりいたします。申し込ん

でもなかなか回ってこないという現状があるみたいな感じもします。 

 土づくりをやって、あれなんですが、本当に１６万軽くいくでしょうと言ってお

ったのが、この間更正で１５万９千ｔ、サトウキビ。工場終了予定も１日前倒し、

今の時点では。だけど、ちょうど今、今日、明日からキビの日に入っています。 

 ことしのキビ植えで有償苗、これはどういうふうな、全部の農家が申し込みをし

た場合の有償苗は、今農政課のほうではどういうふうな流れになっていますか。 

○農政課長（山田 悦和君）   

 お答えいたします。 

 済みません。しっかりとした数字を持ってきていないんですが、今３月いっぱい

申し込みということで受付けをしている状況でございます。数については今のとこ

ろ足りる予定で申し込みを受付けております。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 やっぱり有償苗、どうしても毎年、次の年のキビの植付分を新植で植えて準備さ

れている方が、全部が全部かというとそうではありません。どうしてもすぐ有償苗

に目が向きます。ですので、品種構成は今８、５、２７、３０、そのような形で推

移が、２５％ずつぐらい原料として会社に入ってきているということなんですが、

そういうふうな中で、有償苗をある程度確実な量提供できるように、今年はまあま

あ、春植は、台風のなかった影響で発芽する芽の折損とか不良になりそうなキビよ

りは結構いい状態の春植が多岐にあるように見えます。ですので、そういう面で、

農家の皆様に、もうこれはないよとかじゃなくて、なるべく最後まで有償苗の供給
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を町としては行ってもらいたいと思います。 

 それと、今先ほど出ましたが、手植え助成、これは初めて聞きました。ことしの

夏植からやるということなんですが、これの説明をお願いします。 

○農政課長（山田 悦和君）   

 先ほど町長のほうからも、新植のほうを進めていきたいということでした。これ

までも早期植付け助成ということでプランターによる植付に対する助成は行ってき

たところなんですが、その中でも、やはりプランターですと通常の種苗が手植えよ

りも１．５倍程度必要とされる。また、あとプランター植付の受託の申し込みで、

なかなか順番が回ってこなくて、適期の植付ができていない、そういったこともご

ざいまして、手植えのほうも、あと手植えをされている方、これまでもずっといら

っしゃったんですけど、プランター植付のみの助成でございました。手植えでしっ

かりと作業をされている方に対しても今後助成をしていこうということで、現在の

ところ、１反当たり２千円を目安に計画をしております。今期、夏植えからの実施

でございますが、夏植の新植目標面積１５０haのうちの５０ha、春植３５０haのう

ちの１００ha当たりを手植えと見込んでの今、今期予算のほうにも計上をさせてい

ただいているところでございます。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 ことしの夏植の新植と、これは春植といいますと来年の春植からもう適用になる

ということでいいですね。 

 それと、先ほども言っておりました受委託組織、これは前課長とも何回か話した

ことがあるんですが、なかなか機械、オペレーターもろもろの関係があって、今現

在の作業受託組織、ハーベスター組合、この人たちに頼らざるを得ないんですが、

これを調整する機関というような形、こういうのを載せてありますが、これはどう

いう形で立ち上げて、どういうふうな方法でいくのか、課長のほうで今現在答えら

れるところがあればお願いしたいと思います。 

○農政課長（山田 悦和君）   

 お答えいたします。 

 現段階ではまだ計画案の段階でございますが、サトウキビ生産対策本部の中で今

検討をしているところでございます。 

 今、案の中での状況でございますが、株揃えの作業について、これも株出の管理

をする上で、今、ここの部分が一番適期という面からすると遅れていると。なかな

か農家の申し込みの時期に合わせられないという現状がございまして、ここを調整

する機関を持っていこうということでございます。農家からの申し込みを取りまと

める機関をつくりまして、あとそのハーベスター営農集団、そういったところの登
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録を、行った登録をしていただいたところに調整し割り振っていこうということで

計画をしているところでございます。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 株揃えに関しては、現在私が見ている感じ、ハーベスター組合さんが少し日にち

はずれたとしても、まず１週間以内ぐらいでは今やっているような現状なんですが、

ここのところについて。 

○農政課長（山田 悦和君）   

 失礼いたしました。当面は株出管理作業ということでございます。失礼いたしま

した。株揃えは除くということでございます。 

 失礼しました。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 そう捉えたもんですから、実際にそうじゃないかなと思ったもんですからあれな

んですが、株出管理作業というと、中耕、二連ロータリー等もろもろありますから、

こういうのの調整という捉え方でよろしいですか。 

○農政課長（山田 悦和君）   

 はい、お答えします。 

 それで結構でございます。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 これは参考になるかどうかわかりませんけれども、株揃えで二連ロータリーかけ

る状態、そこまではいいんですが、これが、芽がこんなに大きくならないうちに

１回センコール薬品名を言いますけど、センコール全面散布、全面散布というか、

株元散布だけでもやれば草の発生率、かなり抑えられるということがあります。 

 ただ、高齢化の農家がもう動噴を使ってホースを引っ張って株出圃場を全部それ

をやるって物すごい負担ですので、１回株揃えをして、肥やしを施肥して、そこで

除草剤散布をやっておけば、あと中耕までの時間が少々あいても株元に草が生えま

せんので、かなり株出管理の面では有利じゃないかなというやり方がいいんじゃな

いかなという気がします。 

 だから、こういうのもそういう話し合い、議論の中に出して、そこまで踏み込ん

でできるのかどうかを話の中に盛り込んでいってもらいたいと思いますが、どうで

しょうか。 

○農政課長（山田 悦和君）   

 お答えします。 

 先ほども答弁しましたように、まだ案の段階でございますので、そういった意見

もまた出していきたいと思います。 
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○８番（秋田 浩平議員）   

 それで、また話は戻りますが、今株出、そういうキビの管理作業の面について聞

きましたが、施政方針の中に、イノシシに被害が多々あるというのが原因ではない

かというふうに書いてあります。今、現実に、イノシシ被害をどのように農政課の

ほうでは捉えておりますか。 

○農政課長（山田 悦和君）   

 お答えいたします。 

 今、サトウキビについてはかなり深刻な状況でございます。これまでも、議会等

でも出てきたところでございますが、徳之島でも北のほう、北部に当たるところで

す。手々地区、山地区、天城町では与名間地区等がかなりの被害を受けておりまし

て、今期のサトウキビで手々とか山の地区についてはほぼ全滅状態ということで報

告を受けております。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 これは１２月議会で平山議員のほうからもイノシシの被害については質問が出ま

した。これはもう一定の地域じゃないんです。天城町全体、兼久でも、山手、海側、

もう関係なしにイノシシが出ています。きのうも私、個人的にあれなんですが、畑

の中に入りました。これは千間の上です。真ん中だけの茎を食べた跡があるんです、

キビの。だから、持ち主さんには、もうあれは早くやらないとなくなるよと、そこ

しかキビがないから集中的に来るよと電話したところなんですが、本当言うて、イ

ノシシが深刻な問題になっています。浅間のため池のあの辺ももう住みついている

んではないかなと思うぐらいです。 

 捕獲頭数が、こっちに資料をちょっともらいましたが、天城町で３６０頭。今年

度、まだこれは１月までの集計です。２月３月でもうちょっと増えるんじゃないか

なと。 

 ですので、実際にイノシシによる被害、どういうふうな形で、この捕獲頭数は

３６０、被害金額もろもろ、私ここに平成３０年度の被害、県へ報告した分の資料、

数字を今持っていますが、金額的に５３７万８千円という被害届を出してあるみた

いですが、これは３０年度ですので、３１年度（令和元年度）にざっと計算して、

農政課でこの被害額がどの程度まで上がると見て、イノシシ被害の深刻さというの

をこういうふうに打ち出したんでしょうか。 

○農政課長（山田 悦和君）   

 お答えいたします。 

 今議員がおっしゃられました被害額につきましては、平成３０年度の報告をした

確定数値でございます。今年度の被害額についてはまだ数字的に出しているわけで
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はございませんが、今おっしゃられました捕獲頭数等の分でいきましても、平成

３０年度２４６頭が今年期では今３６０頭というところでございます。この上昇率

を考えても、被害額についても相当な金額がいくものと予想されます。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 多分少なからず上がるでしょうね。共済組合への被害届の中で一番気になったの

が、全損１１６件、一部被害２５６件、３７２件の被害届というか、被害の申告が

出ているんです。共済に。これはもう全損となりますと本当にサトウキビ畑、物を

とれなかった、ジャガイモがとれなかったということになりますので、これはやっ

ぱり。 

 それと、この数字を踏まえた上で、今現実に猟友会に町内を含めた、職員を含め

た組織とありますが、今、猟友会の人数自体とはどのような動向で、できれば猟銃

許可、わな免許許可の人数。 

○農政課長（山田 悦和君）   

 お答えいたします。 

 今、天城町猟友会のほうの人数が２２名でございます。銃のほうの免許取得者が

８名、わなのほうが重複する方もいらっしゃいますが、１９名ということでござい

ます。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 この方たちに頼っているというのが現状ですけれども、昨日一昨日もちょっと猟

友会に入っている方と話したんですが、本当に捕れるとき捕れないとき、今狩猟期

間、今年から１頭当たりの補助金をあれしましたけれども、もうそろそろ予算がな

くなって、もうないよというような話を聞きましたが、やっぱりこれは年を通じて

捕獲していかなければ、今の時期、２月、３月、３月の１５日までが狩猟期間かな。

それで、その間に捕るのが極端に減ったりとか、そういうんでなく、もう天城町だ

けでも特例として補助金を出すという形で猟友会の方に、鉄砲で１日追いかけるよ

りはわな免許でもお願いするとか、そういうふうな形で狩猟期間、今年出ています。

出ていますけど、もう多分たしか予算的なものがないというふうな話を聞いたんで、

これもやっぱり考えて、もう常時とってもらうというのを前提にしてやったほうが

いいんじゃないかなと思いますけど、どうでしょうか。 

○農政課長（山田 悦和君）   

 お答えいたします。 

 今期については、狩猟期間・狩猟期間外問わずお願いをして、今とってきたとこ

ろでございます。 

 今議員がおっしゃられるように、今年それでも予算のほうがなかなか不足ぎみで
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ございますので、今期もまた令和元年度（３１年度）予算のほうも補正予算のほう

を今計上させていただいているところでございます。 

 今後も、今のイノシシ被害の状況を考えますと、継続して続けていかなければい

けないのかなというふうに考えております。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 ぜひ、本当に、もう私も山手側、海側、山と与名間とちょうど中間地で畑、当部

とやっていますが、やっぱりもう日常茶飯事です。畑は、見ていると足跡がありま

す。どの畑と言えないです。どこでもいます。ですので、やっぱり私たちはそれを

とる手段、方法を知りません。ですので、猟友会の方にお願いするしかないんです

けど、猟友会員の方も忙しい中でやりくりをしているというふうなあれがあります

ので、ぜひその点はもう一度よく考えて、そういうふうな予算措置等。 

 それと、被害防止対策実施隊ですか、こういう方の活動も、もう少し、年に今

１回か２回やっていると思うんですが、こういうのもやっぱりもっと活発的な動き

が見れるようにやってもらいたいなと思うんですけど、どうでしょうか。 

○農政課長（山田 悦和君）   

 お答えいたします。 

 現在、実施隊につきましては猟友会、あと役場農政課の職員で構成をされており

ます。今おっしゃられるように、なかなか活発な動きができていない現状がござい

ます。今後、その辺もまた検討しながら、新たにその実施隊の構成等も見直しを考

えながら進めていきたいと考えております。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 ぜひそこのところはお願いしたいと思います。 

 それと、何年前でしたか、侵入防止柵、鳥獣害、侵入防止柵を設置したわけなん

ですが、今現在の柵の管理、これは今どのような形で行われているのか、わかる範

囲内で結構です。 

○農政課長（山田 悦和君）   

 お答えいたします。 

 防止柵の管理ということでございますが、防止柵の設置者は各集落だというふう

に認識しております。各集落等で設置を申請を行い、補助によって設置したものと

考えておりますので、管理については、設置者、集落等で管理をしていただくよう

にお願いしたいと考えております。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 その設置した集落の方といいますと、もう管理作業に入りますとほぼボランティ

アでないとその財源がない。私はそう見ているんですが、このような、せっかく事
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業でこれだけの金をかけて入れた柵です。ですので、これを維持管理するのに集落

の区長さんを中心としたその方たちにポンと投げて、これで終わりでいいのかなと

いうのがあります。そこのところ、こういうのに対しての何かしら予算のつけ方と

かは考えられないもんでしょうか。 

○農政課長（山田 悦和君）   

 お答えいたします。 

 先ほど質問のありましたその実施隊もそうなんですが、実施隊のほうは今報酬が

ございまして、その点検作業を行っているところでございます。設置者集落の方や

区長を中心としてボランティア作業になってしまうので、なかなか進まないという

現状のようでございます。今後、そこについても、そのイノシシ被害、あとまたそ

の集落の農地を守るという観点から、そういったところも検討していけたらと考え

ます。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 町長も多分自分の集落とかあちこち町内を回られたときに、侵入防止柵は見てい

ると思うんですが、やっぱり集落に投げて、その集落の区長さんを中心とした体制

で、あれが本当に機能というか、うまく管理ができるのかというのは疑問がありま

すが、町長としてはどういう目線でこの件について見ているんでしょうか。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 実は私、イノシシ被害ということで、今期のサトウキビについてどういう状況で

あるかということを見てみたいということで、与名間集落、お二人の農家の方に案

内を請うて見させていただきました。今議論されているような、ほんとに大変な状

況であるというふうに私認識をしております。 

 また、その方々のお話では、その集落というか圃場の中のイノシシの子供ですか、

うり坊というんですか。あれがもう元気に走り回っているというありがたくないと

いうか、そういう状況などもお聞きしたところであります。 

 その中で、今実施隊の活動が少し鈍いというのが１つと、そこをしっかりと管理

するという、まずは見守りをする。そして、どこがどのように壊れているのか壊れ

ていないのか、そしてこれは集落でみんなで応急措置ができるのか、構造的に枯損

木とかそういったものが今倒れて、その柵自体が倒れて壊れているんじゃないかな

とか思う場所もあるわけですので、そして、これはまた我が島特有で、サトウキビ

はもう繁茂しだしたら怖くて畑の中に入れない状況もありますので、本当は、私は

今、収穫が終わった時点でキビ畑が裸地になるわけですので、その中に、せいぜい

何かみんなでできる方法がないものだろうかと、私は常にそういうことを考えてい
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るんです。 

 その中で、集落の方々についても、実施隊と同じような形で出てきていただいた

ら何か謝礼、お礼等を兼ねて、そういった予算も措置して、しっかりと、せっかく

全町挙げてつくった侵入防止柵ですので、それが効果をしっかりと発揮するような

形はつくっていかないといけないと思っておりますので、今度、また新年度の中で

そこら辺についてはしっかりと対応させていただきたいと思います。 

 ただ侵入防止柵でこの内側に入ってきたイノシシをどうするかということについ

ては、平山議員とも議論したところでもあるんですが、そこら辺についてはまたみ

んなでしっかりと駆除する。そして、どうやって駆除できるかというだけはみんな

で考えながら、そしてその侵入防止柵がしっかりと機能するような体制は新年度の

中でつくれたらと思っております。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 ぜひ、中に入ったイノシシもですけど、せっかくの侵入防止柵、これもやっぱり

管理をちゃんとする必要があると思いますので、この点は今町長がおっしゃんたよ

うに動いてくれればと思っております。 

 畑作物の中で、２番目に作付、金額的に生産額の大きいバレイショの件なんです

が、今期、この間、もうこれは農協さんから直接、いいよということで聞きました

ので言いますけれども、現在、２週間前で１千３００ｔ、残り１千５００ｔあるか

なと。当初目標が４千ｔ。たら、結局２千８００ｔ、３千ｔはあるでしょうという

更正をかけたそうです。ですので、もうキビの減収も響くんですが、このバレイシ

ョの減収も農家にとっては大きな痛手となります。 

 まず、病気が入る。今年、特に病気が多かった。ですので、この病気の入った原

因、それと、病気の入った畑に来年また植えてまた出る。そういう病気の蔓延につ

ながるのか。こういうふうな諸々の問題点を農協さん、県の普及課、また町行政と

かで、このジャガイモの今年何でこんだけ病気が出たのか、原因をちょっと調べて

もらいたいなという気持ちがあって、これ聞きます。 

 まず、バレイショについてのこういうふうな会合、話し合いの中で、こういうの

をやるということはできますか。考えられますか。 

○農政課長（山田 悦和君）   

 お答えいたします。 

 私が今農政課のほうに来てまだ月日が浅いもので、しっかりと詳しいことが申し

上げられないんですが、各品目ごとに部会を持っております。その部会の中ではも

ちろん検証していかなければいけない大事なことだと思いますし、あとバレイショ

につきましては、先日、徳之島地域赤土新バレイショ春一番連絡協議会とあともう
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一つ、徳之島バレイショブランド産地推進協議会という大きな組織を１つのほうに

まとめて、これから今までのブランドを立ち上げてきたところをさらに強化してい

こうという動きになっております。そういったことからも、こういった場の中、あ

と担当を含めた専門部会のほうで協議をしていきたいと考えております。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 ここ２、３年、数量もですけれども、価格の低迷も続いて、だんだん。本来は、

ビジョンの上から見れば今年度５千１００ｔぐらいの目標数値、農業ビジョンでは

なっておったんですけど、もう最初から４千ｔということで農協さんのほうが発表

しました。 

 これからさらに１千２００ｔも切れると。そうなったときに、この病気に対する

対策、これを何かしら行政、農協さん、ＪＡさんとで何かの方向性を示してもらわ

ないと、今農家は、植えたはいいけど病気が出てどうしようもないと。この状態に

今はまっているのかなという気がします。ですので、今課長にお願いしているこの

ジャガイモの病気、疫病、立ち枯れ、青枯れ諸々あります。菌核とか。ですので、

薬を振れば大丈夫じゃないのと言うんですけど、適宜に、どの症状でどれが出た場

合には何なのか。同じ畑に連作を、この病気の症状が出た場合にはもう連作はしな

いとか、そういうふうなのもあらかじめ決まり事として決めて農家に周知させる。

そういう観点からも、これは行政とＪＡ、県で話し合いを持ってもらいたいと思い

ます。 

 それと、懸案の直売所なんですが、これは去年も地域おこし協力隊の予算を組み

ながら、結局地域おこし協力隊が来なくてできてないんですが、地域おこし隊の決

定次第で動くということで、認識でいいわけですか。 

○農政課長（山田 悦和君）   

 お答えいたします。 

 地域おこし協力隊につきましては、昨年度までは農業センターの農業指導員とい

う形で募集をかけていたところです。令和２年度につきましては、今、予算に計上

させていただいているところでは、直売所の創設に向けて地域おこし協力隊の力を

かりたいということで、予算のほうを計上させていただいているところです。 

 そこに向けまして、今、新年度予算の案の中では、地域おこし協力隊員が来てい

ただけるのであればそちらのほうを活用しながらということで、地域おこし協力隊

の予算、あとそれと合わせまして、地域おこし協力隊がいなくともこれまでどおり

継続して農政課のほうでも進めていかなければいけないということで、並行した予

算案を計上させていただいております。 

 その地域おこし協力隊につきましては、４月に向けて応募していきたいというこ
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とで、今企画課のほうを通じて募集のほうはかけさせていただいております。ＪＯ

ＩＮという地域おこしであったり、まちおこしの全国的なページなんですが、そち

らのほうに募集をかけているところです。 

 あと、天城町のホームページ、あと県の地域おこし協力隊のホームページのほう

で募集をかけさせていただいております。 

 予算案のほうを作成した後から募集をかけさせていただいておりますが、ただい

ま問い合わせとしましては２件、問い合わせが来ている状況でございます。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 私、ちょっと資料を忘れたんですが、その応募するところが１月末ぐらいに何か

面接とかそういのもやったようなことを書いてあるのがあって、ちょっと資料を忘

れてあれなんですが、まずこういうふうに出して、これは誰が面接をして、決定と

いう形まで持っていくんですか。 

○農政課長（山田 悦和君）   

 お答えいたします。 

 地域おこし協力隊の窓口は、現在、企画課のほうで窓口を設置しておりますので、

企画課のほうから募集は天城町役場として地域おこし協力隊を募集しているところ

を一斉に同じページで載せていただいております。 

 その中で私たち、直売所に向けた業務、業種ということで載せておりますが、そ

ちらで今問い合わせが来ている段階なんですが、これから進めていく中で面接、そ

ういったものがまた手続として出てくる場合には、私たち、あと企画課、また町長

等も含めて検討していきたいと考えております。 

○企画課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 地域おこし協力隊につきましては、今現在、新年度、４月からの作業については

今募集をかけているところであります。その中で１件、正式な申し込みがございま

した。今農政課長がおっしゃるように、２件の問い合わせのうちの１件かと思って

おります。 

 これについては、その申し込みをされた方は東京とか首都圏在住の方でございま

すで、まずは書類選考会を行いたいと。町長、総務課長、また私とまた担当課長で

書類審査を行った上で、本人に通知をして、こちらのほうに来ていただいて面接を

行うという形をとりたいと思っております。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 当初、４月からということになれば、やっぱり少しでも早くこの方を、この方と

いうんじゃないんですが、協力隊の方を選んで、半年１年は島の特産とかいろんな
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のを勉強する１年になろうかと思います。でも、やっぱりなるべく正式に決定して、

来ていただかないことには直売所構想もまた宙に浮いてしまう。その懸念がありま

すので、今回、その方でも、とにかく協力隊が来てくれることをお願いしたいと思

います。頑張って探してみてください。お願いします。 

 議長、ちょっと休憩しましょう。 

○議長（武田 正光議員）   

 しばらく休憩します。１１時１５分から再開します。 

休憩 午前１１時０５分 

─────────── 

再開 午前１１時１５分 

○議長（武田 正光議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 ２点目の、新しい人の流れをつくるという中のふるさと創生室、これは今回の施

政方針の中では新しく、今までにない、出てきたふるさと創生室をつくり、室長を

置いてふるさと納税、移住・定住促進、空き家対策を強化しますというふうにあり

ますが、これは企画課内に多分置かれると思うんですが、ふるさと納税、平成

３１年令和元年度のふるさと納税、現状とその寄附の金額、わかればお願いします。 

○企画課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 令和元年度におきましては、２月２８日、２月末現在でございますが、寄附件数

が５千６６件、金額のほうが７千６７８万円ということでございます。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 これは２月２５日の南日本新聞なんですが、多分課長のほうに調査が入ったと思

います。ふるさと納税が、増収見込みは全国の自治体で４５％、鹿児島県内では増

収が３６％、減収が３４％というようなアンケート調査が出ておりました。 

 天城町はこういうふうにふるさと創生室、これを使ってもし展開したときに、増

収、どのぐらいのあれになるかわかりませんが、一応増収を見込むという形で動い

ていくわけでしょうか。 

○企画課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 当然ながら、ふるさと納税につきましては過去、平成３０年度が４千５００万、

今年度が、３１年（令和元年度）が７千６００万ということでございますので、今

後も増額に向けた取り組みは行っていきたいと考えております。 
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○８番（秋田 浩平議員）   

 これはたしか返礼品とか、平成１９年度から返礼品とか過度な広告とか、いろい

ろ制限がついたというふうに書かれておりますが、今まではリピーターをふやす取

り組みとしてここに書いてありますフェイスブックやツイッターを活用とあります

が、今まではどのようにやっていたんでしょうか。このことをやっていかわけでし

ょうか。 

○企画課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 今までは、ポータルサイトと言われるふるさとチョイス、楽天またはヤフー、あ

ともう一件あったんですが今は４つのポータルサイトを利用しまして天城町のふる

さと納税のＰＲを行っているということでございます。 

 令和２年度からは、新たにフェイスブック、そういったものを利用していきたい

というふうに考えております。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 ふえる方向性というふうに踏まえて動かせるんであれば、ぜひふるさと納税を進

めていく上大切なことかと思います。 

 その中での返礼品、地場産のものに限定というような形と捉えていますが、今、

現実にその返礼品について、リピーター、納税をやっていただく方からの評価、ま

た注文いろいろとか、そういうのは何かありませんか。 

○企画課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 昨年度が、件数が１千９９４件でございました。今年度令和元年度については

５千６６件ということでかなりふえております。その中では、当然リピーターの方

も多くいらっしゃるところです。 

 また、その返礼品につきましても、今品数が３２０点ほどございますが、さらに

いろんな組み合わせを設けたり、セット物を設けたりして、点数も充実させていき

たいというふうに思っています。 

 今のところ、その返礼品に対する評価については、好評は受けているということ

だと認識しております。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 そうであればあれなんですけど、地場産でもいろいろ品物はあろうかと思います。

町内の返礼品の対象になるものを生産している方に公平に、公正に、もうちゃんと

同じ様な割合で返礼品を取り扱ってもらいたいと思います。 

 次に、移住・定住促進もここでやるという書かれ方ですけれども、お試し移住体
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験事業、たしかどこかに住宅を準備して、試しに泊まってもらおうかという、ちょ

こっと聞いた覚えがあるんですが、これはどういうふうな方法で実施しますか。 

○企画課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 お試し移住体験補助につきましては令和２年度に１２万円ですが、組んでいると

ころです。これにつきまして、宿泊費のうち３千円を助成するという形をとりたい

と思います。今年度、令和元年度に移住・定住パンフレット天城町版のほうを作成

します。３月いっぱいで作成する予定なんですが、こういったものを首都圏、そう

いったところに置いていただいて、それに基づいて問い合わせがあったりした場合

に、こちらに実際に出向きたいという方がいらっしゃればそういう方を支援してい

きたいというふうに考えております。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 じゃ、一般の宿泊施設に泊まる方でもオッケーという捉え方でいいわけですね。

また、私は新たにそういうのをつくってやるのかなという考えがあったものですか

ら。わかりました。 

 次に、Ｕターン者に対する住宅改修はどのような形でやるというふうな考えでい

ますか。 

○企画課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 今までも、自宅が町内にあって、また都会で生活されている方、そういった方々、

自宅に帰りたいんだけれども多少の修繕が必要だという話も聞いておりました。そ

ういうことで、今回令和２年から「お帰りなさい住宅改修補助」というものを創設

いたします。 

 Ｕターンされる方で、実家等があって、その実家を改修する必要のある方、こう

いった方を対象に、２分の１以内、上限が１００万円なんですけれどもを見込んで

おります。令和２年度については３世帯ほどを見込んで予算計上をさせていただい

ております。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 今、私は調べるすべがありませんので、建設課のほうに現在の住宅申し込み、町

外からの方を見ましたが、１１件あります。結局、町内もっとありますよ。ですけ

ど、一応町外から申し込み者というのがＩターン・Ｕターンというふうに受けとめ

ても間違いじゃないんじゃないかなと思いました。 

 この方たちＩターンは、どこかに空き家があれば、後でまた空き家にいきますけ

れども、実際に、現実にＵターンで戻って、今現実に親と同居して、家がどうして
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もあれだと。改修したいという方とか、そういうのにはこれは適用できないんです

か。 

○企画課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 今回の事業につきましては、令和２年から要綱を設置してスタートしたいと考え

ておりますので、申しわけありませんが、今現在の、過去の分についてはこの事業

には該当しないということになります。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 そうでれば、現実に、今までもこの事業は、名前は違えど住宅改修たしかやって

いたと思います。令和元年度のこの住宅改修に対する何件くらいやったのか。 

○企画課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 令和元年度の天城町空き家改修費補助金でございますが、元年度については１件

ということであります。ちなみに平成３０年度、昨年度は５件あったところですが、

今年度は１件のみということでございます。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 だから、去年までも事業はあったんだけど、結局Ｕターンで帰ってきたらまた、

こういうなのをはっきり言って把握されていたのかどうか、こういうのも考えられ

るんです。現実に親と同居して、もうちょっと改修しないという思っている方も多

分結構いらっしゃると思うんです。 

 また、この住宅改修、または住まいの応援事業としてこれ以外に何か考えている

手だてはありませんか。 

○企画課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

○議長（武田 正光議員）   

 ちょっと、議場ちょっと雑音が聞こえますよ。気をつけてください。 

 企画課長、続けてください。 

○企画課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 先ほど来あります天城町の空き家改修費補助金でございますが、これにつきまし

ては、本人が住むための改修ではございません。空き家があって、その家主の方が

改修して人に貸すという場合の事業でございます。 

 ですので、今回、自分の親、親族の持ち家に対してＵターンをされる方で改修の

必要のある方が今回の「お帰りなさい住宅改修補助」ということになります。 
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 先ほど質問でございましたが、この今空き家改修について、ほかの取り組みがな

いかというご質問でしたが、今企画サイドにおいては、以上の２件の改修事業のみ

となっております。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 ことし帰ってきて、そういうふうな改修事業に取り組まれる方がふえることを、

多くの方が出てくることを願いますが、去年私たち島根県の川本町というところへ

行ってきました。本当に山の中です。人口が年々減っている。多分こっちと大差な

い人口減少率でありましたけれども、ここで住まいづくり応援事業というのであり

ました。 

 ここではもうありとあらゆる手だて、考えて挙げています。新築住宅購入補助金、

空き家改修補助金、空き家家財撤去補助金、これは前も私、撤去補助金といのを出

した記憶があるんです。Ｕターン住宅改修補助金、民間住宅整備事業費補助金。こ

こまで制度を広げて考えて、我が町に定住してもらう。 

 結局、どこの市町村でもちょっと、陸続きであっても山の中とか、不便なところ

からも若者は出ていく。これをどうにかして呼び戻したいという中で考えた手だて

じゃないかなと思います。 

 ですので、せっかくこのふるさと創生費というのでこの住宅改修とかこういうの

をやるんであれば、初めスタートですので、どういうのがふさわしいのか、これを、

室長を置かれるわけですので、ずっと話し合いをしながら、今現実に天城町にどう

いうものをやれば若者が定住してくれるかというのを模索していってもらいたいと

思います。 

 これを見ている中で私がわからなかったのは、新婚世帯に向けた生活支援事業、

新婚世帯に向けた生活支援事業が果たしてどうなのかなと。これは入ってくる新婚

世帯のことを言っているのか、そこが意味があれなんですけど、この説明をお願い

します。 

○企画課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 この新婚さん応援生活補助金につきましても、移住者を対象としたものでござい

ます。要件としまして、夫婦ともに４０歳以下の新婚世帯と。それで天城町に定住

の意思があること。住居費及び引っ越し費用であったり家具等の購入費、こういう

ものの２分の１以内の上限１５万円ということで、今１５組を見込んでいるところ

でございます。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 これは捉え方の違いです。今天城町の在住の中でも、新婚世帯、住まいがないと
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言っている方もたくさんいます。多分、建設課で住宅申し込み受け付けしたときに、

結婚する予定なんだけど住まいがない、こういうふうな理由で申し込みをされてい

る方が結構いるんじゃないかなと推測します。 

 ほかのところから新婚さんというか、こういうふうな形で天城町に定住してくれ

ればいいんですが、これを下手すると何で島に住んでいて結婚したくても住むとこ

ろがないという人との兼ね合いも考えながらやらないといけないんじゃないかなと

思ったりもすると。 

 新婚さんというか、４０歳以下で結婚して、天城町で定住してくれれば人口増、

また子供さんもできて人口増というあれにはつながりますのでこの点はいいんです

が、先ほど言ったようなことも勘案しながらやらないとちょっとどうかなという気

がします。 

 それと、空き家バンク、これが現実に令和元年度空き家バンクに登録されている

件数、何件ぐらいありますか。 

○企画課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 今ホームページ上で公開されている件数が２戸、岡前と平土野にそれぞれ１戸ず

つということでございます。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 ２戸、余り変わらんですね、今までと。 

 ですので、この空き家バンク登録といいますと、少々あれでもやっぱり人が住め

る範囲のうちというふうに捉えますが、だからこれを進めるとしたら、先ほど川本

町の例じゃないですけれども、中の荷物撤去費用、こういうのとか兼ね合わせてや

ればもうちょっと空き家が出るんじゃないかなと。全部空にするのが金がかかって

できないから荷物が入っているからという方が結構いらっしゃるんです。だから、

そういうのも考えながらやれば空き家バンクの登録につながり、これがまた借り入

れとか出てくるというような形になると思うんですけど、そういうことに関しての

考え、課長として。 

 新しくつくりますので、今からちょっといい方向性を話し合いながら、その方向

性に向かえばいいと思いますので、ふるさと創生室は、今までやっていたのをひっ

くるめてふるさと納税から全部やるわけですので、ふるさと納税は今増加を見込ん

でいるといいますけど、これの後は使い道も執行部でよく考えていけば私はいいと

思います。なるべく、今までやっていたのと大差がないというんじゃなくて、１つ

でも前に進んでいくように動かしていってください。 

 ここの流れは、今回これで終わります。 
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 ２項目め、衛生環境について。 

 新型コロナウイルスについて。 

 現在、大変な問題となっている新型コロナウイルスについて、まず鹿児島県、こ

の徳之島には発生していないが、もはや対岸の火事と見ているわけにはいかない状

態まで来ているということは。思いからこの質問に立っているわけです。 

 まず、天城町を含む島内で新型コロナウイルス感染が疑われる症状が発生した場

合、まずどのようなことをすればいいのか。 

○保健福祉課長（碇本 順一君）   

 お答えいたします。 

 まず、仮定の話です。 

 今県が示している３７度５分以上の熱が４日間続いていますと。保健所のほうに

相談しました。当然そこで聞き取り調査があります。例えば、その方が症状が軽い。

軽ければ自宅待機をお願いした中で検体の採取を行います。その後に陽性・陰性判

明した中で、その後の本人様の治療とかに臨んでいくことになります。 

 じゃ、仮に重症であった場合です。今２次医療圏の大島郡内に１カ所以上の受け

入れ医療機関を設置するということで、県のほうも話を進めております。医療機関、

公表はできないんですけども、島内にも受け入れ可能な医療機関が準備されている

と聞いております。その中で対応していくということで、保健所とのほうは共通の

認識で方向性を持っているところです。 

 以上です。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 課長の答弁が、結局、県から示されたマニュアル、もし症状が出た場合のマニュ

アルというふうに受けとめればいいわけですね。わかりました。 

 今感染症の病院、病床が準備されていると。公にできないということなんですが、

されているというのを初めて聞きました。 

 まず、私たち町民、さっき言われた３７度５分の熱が出て４日間程度というのは

新聞報道とかテレビ報道で聞いておりますけれども、これをやった場合に、保健所

で、直接保健所に行って検査を受けるわけですか。病院はだめでしょう。だから、

そこのところがいまいちわからないんです。だから聞いているわけです。 

 その３７度５分以上の熱が４日間続いて、知った場合に私たちはまず最初に保健

所には連絡しますよ。病院で検査を受けるんですか。保健所なんですか。向こうか

ら来てくれるんですか。そこがわからないんです。 

○保健福祉課長（碇本 順一君）   

 お答えいたします。 
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 基本的には、感染を拡大させないというのが一番ベースにございます。なので、

もしその方が自宅療養で過ごせる軽症の方であれば、恐らく保健所の職員が検体採

取に赴くのかなと。ただ、そこら辺につきましても非常にケース・バイ・ケースが

出て想定されるわけです。症状が重い・軽い、あるいはご家族に高齢の方がいると

いったところで。恐らくケース・バイ・ケースの対応の中で一番感染が広がりにく

い状況の中で本人さんの状況も改善するという方向を模索するというのが、今の私

たちを含め関係機関の共通の認識です。 

 例えば、必ず保健所につながなきゃいけないのか。７．５が、じゃ２日だったら

どうなんだとか、いろんな議論がなされてきました。その中で、やはり役場に問い

合わせがありました。その中で、私たちは渡航歴があったか、あるいは感染を疑わ

れる方と濃厚接触があったのかどうか。そういった問診とまでは言わないんですけ

れども、聞き取り調査の中で、また保健所へつないだり、この分についてはもう病

院でいいですよというふうな流れの中で、なるべく感染が広がらないというのを基

本に思っています。 

 先ほど秋田議員がおっしゃった、町民は知らないというところなんですが、ここ

は私たちも非常にもやもやしながらしているところなんですが、今言ったように、

ケース・バイ・ケースが多いというのが１つ。もう一つが、例えば、ここここが対

応できますよとなったときにそこに殺到してしまって、その部署の機能がうまいこ

と果せなくなることが非常に危惧されるという中で、医療機関のほうは公表しませ

んよというのが理由として説明を受けております。 

 以上です。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 であれば、新聞報道等からの情報では、直接病院に行かないで電話対応でやって

と言うけれども、町民が相談できるのは役場の中で保健福祉課、まず。病院にも行

くなと言っているわけです。その場合に、対応する職員、県からマニュアルがそう

いうふうに来ているんであれば、全職員がそれを認識して、とる職員によってあれ

が違った場合には、また混乱します。だから、同じ認識で、これはこういうふうな

対応をとると、こういうところは課長、として、全部職員には言ってあるわけです

か。 

○保健福祉課長（碇本 順一君）   

 お答えいたします。 

 ２月の２５日に、先だってもも申し上げましたけど、徳之島の健康危機管理対策

会議がございました。その場で、保健所のほうとも情報確認と方向性の共有ができ

たところです。その際、ペーパーもいただきましたので、保健センターのほうでは
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そのペーパーをもとに、いろんな想定を挙げながら、こういう対応だねということ

で、スタッフ全員、同じ情報を共有しているところです。 

 あと、またその場であったんですが、今、国のほうも結構慌てているというか、

わからないことが多過ぎまして、いろんな情報が日々発信されているところです。

ただ、報道と実際の通知がタイムラグ等もございます。そこにつきましては、また

随時、保健所とも連絡をとり合いながら、住民の皆さんの不安感、少しでも軽減で

きるように、早目早目の対応をしていきましょうということで、確認はしていると

ころです。 

 以上です。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 今、保健福祉課は、そういうふうに保健所とかの話し合いの中で、県のマニュア

ルに沿って、保健センターの職員を中心としてやっているということですが、町長、

これ町として感染拡大防止事業というような名目での会議とか、こういうのは対策

は町としてはどうなっているんでしょうか。 

○総務課長（祷 清次郎君）   

 お答えします。 

 連日のように、新型コロナウイルスの報道はなされておりますが、まず最初に

１月３１日、課長会におきまして、町長から新型コロナウイルス感染防止について

の第１弾の指示がございました。 

 その際には、まずマスク着用の徹底でありましたが、その後、課長会をもって新

型コロナウイルス感染防止対策会議とするということで、必要に応じて課長会の中

で情報共有を図っております。 

 その後、２月７日にも行われました。保健所と連携をすることということで、情

報を正確に迅速にキャッチすると。 

 ２月の２１日、金曜日でありますが、３町の総務課長、保健福祉主幹課長、保健

センターを含んで、あと観光主幹課長と保健所を交えて、伊仙町役場において対策

会議を行いました。 

 その際に、先ほど保健福祉課長がご説明したとおり、県の方針や現在の状況につ

いて情報をお聞きしまして、まずはそういった感染が疑われる、ご心配な症状の方

については保健所への連絡を速やかにしてもらうということで、対策会議を経て、

同日、空港や町の管理施設、また人が多く出入りするＡコープですとか金融機関の

ほうに、咳エチケットや感染対策防止のチラシの掲示をするとともに依頼をしました。 

 あわせまして、アルコール消毒液のほうを空港、平土野港につきましては県管理

ですので、徳之島事務所の総務課のほうに要請を行いました。 
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 その後、２月の２８日の日の対策会議で、テレビでご存じのように、前日に総理

大臣が全国の小中学校の臨時休校を要請をいたしました。これを受けまして、本町

としましても、３月３日、昨日から町内の小中学校が臨時休校を行っております。 

 あわせて、町長の答弁にもございましたように、町管理施設の休館等の緊急措置

等も行っております。先日、議会の議員の皆様にお手元に配付いたしましたが、各

種会議、イベント等の自粛も当面の間行っているところであります。 

 連日のように、国や県のほうから情報や方針について入ってきておりますが、

刻々と方針のほうも適宜変わったりする状況でありますので、情報を注視しながら

適切に取り組んでいきたいと思っております。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 そこまでやっているのであれば、あれかと思います。昨日ですか、一昨日ですか、

新聞報道にも、県も県議会の先生方も県からの説明があって、また先生方のほうは、

市町村との連携強化、休日の相談体制の充実、県民への迅速な情報周知というのを

県議会の先生方からは要望が出たようです。これは新聞報道に載っておりました。 

 次に、教育長にお聞きしたいんですが、今回、学校休校措置についてどのように

話し合いを持たれ、子供たちへの注意事項、こういうところはどういうふうな形で

行われたんでしょうか。 

○教育長（春 利正君）   

 お答えいたします。 

 先ほど、祷総務課長からありましたように、教育委員会も受けまして、臨時校長

会を持ちました。その後、３町の指導主事を通して協議をし、共通事項として各学

校に連絡をしたところです。 

 その中で、子供たちの生活については、自宅待機が大事であると。その中で、先

生方としましては、子供たちの安全確認、児童生徒の過ごし方のチェック、保護者

と連携をとりながら過ごせるようにしていただきたいと、そういう状況で今進めて

いるところです。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 これはこの間もあちこちから聞いていますので、そのかわり保護者は急なことで

もの凄い戸惑いがあると、大変であるという話を聞きます。当町においても、児童

放課後クラブがたしか２カ所開設されていると思うんですが、ここはどういうふう

な対応をとっているわけですか。 

○教育長（春 利正君）   

 お答えいたします。 

 県教育委員会から通知が参りまして、今おっしゃるように、児童クラブ、これを
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学校開放ということで通知が来ております。３町連携をした協議をしながら、要望

に応えていきたいと、そこには各学校の状況がありますので、学校長の判断によっ

て、また進めるように指示をしたところです。 

○保健福祉課長（碇本 順一君）   

 ただいまの教育長先生の答弁にまた補足してお答えいたします。 

 今現在、放課後児童クラブということで、しえすた・へとの、しえすた・岡前、

２カ所設置しております。４日の日から、ふだんであれば放課後からお預かりして

いるんですけども、８時から受け入れしますよということで、確認をとっていると

ころです。 

 ただ、前野で５名程度、平土野で１０名程度というところで、ご両親が働いてい

てどうしてもと、全員じゃなくて優先順位はつけるかもしれないんだけれども、対

応させていただきますと。 

 また、前野につきましては、集落の公民館を利用させていただいております。も

し、その中で不都合等が出るようであれば、岡前小学校のほうでということも想定

に入れてあって、その際には事前に保健福祉課、教育委員会のほうに相談させてい

ただきますというところで話を伺っております。 

 以上です。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 低学年については学校を開放して使っていいと、きのう、そういうのが出ていた

みたいで、ころころ二転三転しているというのが本当に見てとれます。 

 また、郡内で龍郷町、放課後クラブは逆に学校のときの人数より多くなるという

ことで、閉めるというのも新聞報道に出ていました。ですので、今、天城町ではど

うなっているのかということなんですよね、結局。 

 それと、幼保は今回の休校措置の中には入っていないと。こっちとしても、町と

して西阿木名に幼稚園があります。保健福祉課に、保育所もそこにかかってくるん

ですが、幼保は関係ないということですので、また、こういうところに対しての保

護者への説明、ただ一方的にあれじゃなくて、何かしらの手だて、どうですかと、

途中ぐらいでいいです、今週終わったぐらいで、来週の頭ぐらいに保護者の意見も

少し聞いてみるとかやってくれたほうがいいのかなと。 

 それと、今、保健所でＰＣＲ検査、これは確実に４日以上あれで、これは問診と

かやって確定すると思うんですが、保健所のほうでこの検査を受けられるんですか、

現実に。 

○保健福祉課長（碇本 順一君）   

 お答えいたします。 
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 実際の検査は、島外で行います。検査自体が４、５時間ですので、当然往復の期

間がかかりますよということで説明を受けているところです。なので、保健所のほ

うが検体を発送して、陰性、陽性の結果次第で、その後の対応を行うということで

理解しております。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 多分報道で、検査機関が日本は特に少ないと、検査が。本来なら、病院ですぐこ

ういう対応ができればいいというあれを何回か耳にしますが、本来であれば指定病

院というか、感染症対策病院があれば、そこで検査キットも幾つかの準備とかあれ

ば、もうちょっと早くなっていいのかなと。 

 ４日間、７度５分ぐらいでといったら、島の人は出ますよ、外に。ですので、そ

ういう点も考えて、まだ各学校とか施設、今は休んで、図書館とか、もろもろ休ん

でいますが、そこに対する臨時職員の対応、これはどのような形で対応していくつ

もりなんでしょうか。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 臨時職員につきましては、通常勤務という形をとらせていただいております。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 多分、教育委員会のほうでは、給食センター対応と学校の用務員と司書補、諸々

その関係の方だと思います。社会教育においては、図書館、Ｂ＆Ｇ、ユイの館、こ

れも同じ考えでよろしいですか。 

○社会教育課長（神田 昌宏君）   

 図書館、生涯学習推進室、またユイの館、あとＢ＆Ｇ海洋センターなんですけど、

臨時職員は年休対応とか、職員は出ますけど、臨時職員の場合はそういう対応、日

曜日、土曜日はそういう代休をとってもらって休んでもらうという形をとりたいと。

図書館、ユイの館とか、Ｂ＆Ｇのほうはそのまま職員がいますので、職員対応とい

う形でやっていきたいと思っております。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 図書館は、あちこちの町で違うんですよね。休校に決まったといったときに、和

泊かどこかだったんですけど、本の貸し出し量を制限しないと、１０冊でも２０冊

でも借りて、２週間で読んでいいですよとやったところもあれば、そのまま停止し

て、今度は勉強する場所を制限するとか、こういうふうな措置をとっているところ

もいろいろあるみたいな感じです。 

 天城も閉鎖ということに決定しているわけですので、それはそれでいいとして、

今後、先ほど私が言ったように、今週過ぎて来週になったとき、子供たちがずっと
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家にばかりいるとストレスがたまります。だから、このところのケアも、感染者を

出さないというのが目的でありながら、子供にストレスを与えるというのが一番酷

な気がします。ですので、そこのところは配慮してやってもらいたいと。 

 それと、これは大島地区の地区消防組合が、きのうの南海日日に出ていました。

まず、消防組合としても、１１９番通報があったときには保健所に確認をしてから

しか動けないということらしいです。ですので、これは名瀬保健所、徳之島、沖永

良部、与論島というふうな感じで、徳之島保健所と名瀬保健所が番号が載っており

ます。 

 ですので、救急車を要請するときも、これを対応しないと、感染者かどうかわか

らない人を乗せて走るというわけにいかないので、こういう対応で新聞に出たと思

いますが、これをここにいらっしゃる私たちもですけど、一般町民にも３７度５分

の熱が４日程度続いて、風邪の症状と似ている、どうもだけど気になる、そういう

方がいらっしゃったら、まず役場の保健センターに電話して、むやみに病院に行か

ない、こういうところの徹底を何かしら事あるごとに、ここ２週間、もし最悪２週

間後に出た場合はまだなりますよ。 

 だから、そういうのにもうちょっと町民に情報がうまく入っていないという現状

を私は捉えていますので、そこのところは要請して、私の今回の一般質問を終わり

たいと思います。 

○議長（武田 正光議員）   

 以上で、秋田浩平君の一般質問を終わります。 

 午後１時から再開いたします。 

休憩 午後 ０時００分 

─────────── 

再開 午後 １時００分 

○議長（武田 正光議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議席番号６番、大澤皓一郎君の一般質問を許します。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 もうすっかり春です。第５回国産お茶フェス２０２０ｉｎ東京で、紅茶部門グラ

ンプリに、徳之島製茶、豊村友樹工場長が輝きました。１４年度の世界緑茶コンテ

ストで奨励賞、１７年度第３回九州和紅茶博覧会ｉｎ東京でもグランプリを獲得し

たそうです。 

 また、トルコギキョウ生産組合の須川俊和さんも、２０１５年度県フラワーコン

テストで金賞と特別賞、１８年度に金賞、１９年度に再び金賞と特別賞を受賞して
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います。これもひとえに行政当局の多大な支援とご指導のたまものと感謝している

ことでしょう。 

 お二人の若い青年の努力に、町民みんなでエールを送ろうではありませんか。励

み、働き、望みはいつも炎と燃える天城の町をとぉ む～るし きばてぃんにゃ 

創生天城。 

 それでは、一般質問を行います。 

 １項目め、創生天城について。 

 １点目、平土野港多機能港湾新設の実現と平土野地区を一体化した環境整備につ

いて。 

 ２点目、特定地域づくり事業協同組合の設立について。 

 ３点目、釣り文化振興促進モデル港の申請について、その後どうなっているか。 

 ２項目め、農業の活性化について。 

 １点目、肉用牛の増産に奨励金補助が施行されているが、その後の本町の具体的

な取り組みについて。 

 ３項目め、建設行政について。 

 １点目、西阿木名長畑線舗装、平土野玉城に通じる排水溝設置、真瀬名中央線の

崩壊部の補修、側溝の整備の要望書提出事項はどのようになっているか。 

 ２点目、県道伊仙天城線の拡張、ボトルネックの改良、真瀬名橋の掛け替えにつ

いて、具体的な対策、協議を県と行っているか。 

 ３点目、平土野バイパス線側溝を落蓋側溝に改良できないか。 

 ４項目め、教育行政について。 

 学校給食センターの建て替えについて。 

 以上、質問いたします。スピード感を持った実効性のある答弁を求めます。 

○議長（武田 正光議員）   

 ただいまの大澤議員の質問に対して答弁を求めます。森田町長。 

○町長（森田 弘光君）   

 それでは、大澤議員のご質問にお答えいたします。 

 １点目、創生天城について、その１、平土野港多機能港湾新設の実現と平土野地

区を一体化した環境整備についてということでございます。 

 お答えいたします。 

 昨日、奥議員にもお答えいたしましたが、平土野港多機能港湾新設につきまして

は、３月中には基本構想が策定されます。去る２月２１日、国土交通省国土政策局

長への要請活動、またあわせて衆議院議員、金子先生にもそのご支援をお願いして

きたところでございます。 
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 ３月中には期成同盟会を設立し、その基本構想を踏まえ、国、県への要請活動な

どを、その取り組みを加速させてまいりたいと考えております。 

 あわせて、平土野港が多機能港湾化されますと、その効果といたしましては、平

土野地区の活性化がまず考えられますが、平土野地区の活性化につきましても、既

存の店舗の活用や飲食店への起業支援、平土野商店街の環境整備等にもあわせて取

り組んでいきたいと考えております。 

 また、これらの事業につきましては、地元の方々のお力添えが必要となりますの

で、ご理解とご協力を賜りたいと存じます。 

 創生天城について、その２、特定地域づくり事業協同組合の設立についてという

ことでございます。 

 お答えいたします。 

 国におきましては、過疎地での安定した雇用の確保・増加等を目指すために、本

年６月に特定地域づくり事業推進法が施行されます。その中で、地元の農協や漁協、

商工会などが出資します特定地域づくり事業協同組合を設立し、市町村と連携した

雇用計画の認定を受けることで、運営費に対し国が４分の１、町が４分の１の補助

を受けることができるという仕組みとなっております。 

 現在、農業はもちろんですが、あらゆる分野で労働力不足が顕著となっておりま

す。関係団体と、この事業協同組合設立に向けて、前向きに検討していきたいと考

えております。 

 創生天城について、その３、釣り文化振興促進モデル港の申請について、その後

どうなっているかということでございます。 

 お答えいたします。 

 これまでも大澤議員のほうから、本会議場を通して、平土野港の釣り文化振興促

進モデル港について議論がなされてきたところでございます。釣りをキーワードに

した観光振興、大切な観光資源というふうに認識しております。 

 先ほど申し上げましたが、今、策定中の平土野港多機能港湾基本計画をもとにい

たしまして、全体の中で平土野港、そして平土野地域等々周辺地域の整備とあわせ

まして、その実現に向けて関係機関と連携を図り、努めてまいりたいと考えている

ところでございます。 

 ２点目、農業の活性化について、その１、肉用牛の増産に奨励金補助が施行され

るということであるが、その後の本町の具体的な取り組みについてということでご

ざいます。 

 お答えいたします。 

 増頭奨励金につきましては、２月１９日に鹿児島県庁にて事業説明会があったと
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ころでございます。事業要件、採択されるための要件につきましては、課題等もご

ざいますが、できるだけ多くの畜産農家が交付を受けられるよう努めてまいりたい

と思います。 

 説明会等の内容につきましては、また後ほど所管課長にお答えさせたいと思いま

す。 

 ３点目、建設行政について、その１、西阿木名長畑線舗装、平土野玉城に通じる

排水溝設置、真瀬名中央線の崩壊部の補修、側溝の整備の要望書提出事項はどのよ

うになっているかということでございます。 

 お答えいたします。 

 西阿木名長畑線につきましては、昨日来、議論がなされておりますが、令和２年

度事業にて実施計画をしております。 

 また、その他要望書の内容については、緊急性、重要性などを精査の上、令和

２年度中にできるものについては進めていきたいと考えております。 

 建設行政について、その２、県道伊仙天城線の拡張、ボトルネックの改良、真瀬

名橋のかけかえについて、具体的な対策、協議を県側と行っているかということで

ございます。 

 お答えいたします。 

 県道伊仙天城線につきましては、町といたしましては、県に対しまして要望書の

提出はもとより、関連地域集落から、また地域の学校ＰＴＡ連名による要望書等も

ありますので、その進達なども行ってきたところでございます。 

 令和２年度も、その事業採択に向けては大きな課題と考えておりますので、強く

要望活動を進めてまいりたいと考えております。 

 建設行政について、その３、平土野バイパス線側溝を落蓋側溝に改良できないか

ということでございます。 

 お答えいたします。 

 平土野バイパス線につきましては、都市計画事業中町線として改良を進めてきた

ところでございますが、終点側についてご指摘の部分が未施工となっております。

この区間の側溝の改良につきましては、集落環境整備事業で実施できないかという

ことで、今、検討を進めているところでございます。 

 ４点目の教育行政につきましては、教育長のほうからお答えさせていただきます。 

 以上、大澤議員のご質問にお答えいたしました。 

○教育長（春 利正君）   

 大澤議員のご質問、教育行政について、その１点目、学校給食センターの建て替

えについてのご質問にお答えをいたします。 
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 町長の施政方針にもありましたように、給食センターは施設及び設備の老朽化が

進んでおります。現在策定中の天城町学校施設長寿命化計画に基づいて調査をし、

その結果を踏まえて、建て替えてまいりたいと考えております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 私は、多機能港新設について、国交省がモデルケースとして調査したということ

で、平成２９年９月、３０年３月議会、３１年３月議会と、質問してまいりました。 

 国交省の出している、これは多分国交省が出したものだと思うんですけど、喜治

のところにつくるという２案をこういうふうに、この図面というか、簡略図を持っ

ています。北風が防げて、水深も深くて、非常に大きい船が入るということで、適

地であるということを言われております。 

 実は、私の父が戦争から帰ってきて、すぐに港をつくるというお話があったとき

に、喜治に造ったらどうかという話をしたら、多くの町民は、あいつは何を考えて

いるんだという話をしたそうです。そういう話を私は聞いております。 

 水深の関係やら、北風を防ぐ絶好の場所だということで、国交省がこういうこと

を進めていることですので、非常に町としても町長としても大きなプロジェクトで

ありますけど、仕掛けがいがあると思いますが、そこのところなんですけど、資料

をもらっていますけど、支援事業委託契約をもらって、港のことはほとんどないん

ですけど、そこあたりをちょっと、委託契約した中でないんですけど、こういった

のはまだなんでしょうか、港に対する。 

○企画課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 今回の平土野港多機能港湾基本構想の策定業務につきましては、７月の３０日に

委託契約を行っておるところでございます。 

 そういう中で、今、議員がおっしゃるように、平土野港の整備に関しては、町側

としてもイメージはあるんですけれども、なかなか提案しづらいというところがご

ざいまして、今回の基本構想の中には第１章で一応造るんですけれども、その中で

国土交通省のそういったクルーズ船の寄港地として最適だということを盛り込んだ

形は造ってまいります。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 こういうのも合わせて造っていくわけですかね。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 いわゆる委託自体は、本体は平土野港の振興ということを中心にしています。た

だ、本港をつくることによって、どのような効果が期待されるかというところを
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我々はしっかりと押さえて、そこはメーンに押さえていかないといけない。クルー

ズ船が来ます、それから地域の活性化が図れます、徳之島空港と平土野港、そうい

ったことで連携することによって、非常に徳之島が活性化するということを私たち

はうたっていかないといけません。 

 そのために、今、計画書自体の中には第１章第１部の中で、今、大澤議員のおっ

しゃっているような多機能港湾化をすることということについては十分うたってい

く。ただ、ここについてはお願いしますという立場でありますので、ここだけはし

っかりと国のほう、鹿児島県のほうには訴えていきたい。 

 そして、我々は、そのことによってこのような効果ができますと、そしてそのた

めには我々はこのような努力をしていきますということで、平土野地域の問題です

とか、空港と平土野港をつないだ、そこの一体とした振興策、そういったものをつ

ないで、そういうストーリーでもって、私たちは国のほうにこれから要請をして続

けていきたいということであります。 

 それとあわせて、私たちは、その効果については、まずできることについては令

和２年度からしっかりとできることから進めていきますよということで、国土交通

省、もしくは農林水産省の中にさまざまな事業メニューがありますので、それを計

画に基づいて、事業採択に向けても取り組んでいきたいというのが、今、令和２年

度の中での私たちの考え方でございます。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 私は、平土野地区の活性化は、どういうことをやればそういうのができるかとい

うことで、活性化ということで、平成２７年の３月と６月、９月、１２月議会、

２８年の６月、２９年３月と３０年６月に、活性化の以前つくられた、きのうも話

に出ていた活性化基本計画のことについてずっと言い続けております。 

 再度、今また手を入れてやって見直しをしているということで非常にうれしく思

いますが、そういったことで、そういう目的、どうして流れをよくしていくかとい

うことで町長は答えたんですけど、今度やられたことは建築家が想定したものであ

りまして、特にまた新しい発想も入っておりまして、非常にいいかと思います。 

 平土野の未来をともに考えようということで、地域の意見も聞いたし、あと建物、

平土野の漁協の問題、あとどういったところを改善していけばいいかとか、そうい

う話が出ていましたが、ここあたりはほとんど平土野の町民もわかっておるけど、

なかなか個人的には進まないと、町行政の立場をかりながらやっていかないといけ

ない。 

 それは、一番の問題は空き家対策。空き家を取り壊す事業とか、そういったこと

を平土野の住民は願っていることですけど、そこあたり、これに対してもちょっと
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考えていくんでしょうか、これには載っていませんが。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 そこにつきましては、今、大澤議員からお話がありました、地域の方々と語って

いくということがまず第一かと思っております。 

 そういう中で、これまではどちらかというと限られた町の財源とか、地域の方々

でできること、そういったことを中心にしてやってきたわけでありますけども、し

っかりと力を入れていくためには、国土交通省、そしてまた農林水産省の中にも、

そのような補助事業が今メニューがありますので、そこをしっかり活用しながら、

そういう少しスケールの大きなそういう事業を展開していければというふうに、私

たちは今考えて取り組んでおります。 

 そのために、まずは第一陣として、国土交通省のほうに伺いました。また、農林

水産省のほうにも、ぜひいらしてくださいという、そのようなお話もいただいてお

りますので、しっかりと私たちは今回完成する基本構想をもって、しっかりと国の

ほう、また鹿児島県のほうにも訴えて、事業採択し、地域の活性化のための１つの

起爆剤といいますか、できればなと思っております。 

 ただ、そこには地域の方々の理解と協力がないとできませんので、なかなか難し

いところもあるでしょうけど、しっかりと私たちはそこに向かって進んでいければ

というふうに考えております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 これ広大な構想ですので、なかなか簡単にはいかないと思うんですけど、ぜひで

きることからやっていけたらということで、今まで過去何年か、私は活性化につい

て言ってきました。 

 これに載っていないことを言ってみたいと思いますけど、この活性化、これも

２００万円かけてつくって、そのまま塩漬けにしてあるという感じで、何度も何度

も言っておりますが、まず住民ができるようなことは、これは平土野の町民にも訴

えたいんですけど、自分たちの町は自分できれいにしていこうとか、環境をよくし

ていこうとか、清掃をきれいにして迎えようとか、挨拶をしようとか、そういった

ことを私たちは各自各自でやらないといけないと思います。ここあたりを自覚して、

町民の皆さんも平土野の皆さんも考えて、町がよくなるようにお互いで考えていこ

うではありませんか。 

 それと、今まで話をしておりましたウッドデッキのことは別と書いてありますの

で、これのことを話しておきますが、ウッドデッキ、何度も話しています。そして、

砂山がきれいになっております。ここあたりをまず使ってウッドデッキをつくる。
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あと、ビーチ、砂浜を利用してビーチバレーができないか、ネットぐらい買って、

これを管理させて、そこで夏休みあたり若者が来て、そこでビーチをつくればビー

チバレーなどで遊びができる。小中学生も来るだろうという感じがします。 

 それと、今、ライブハウスというのを去年ぐらいまでやっておったんですけど、

今現在、やっていません。話を聞いたら、まだ、使いはできるからということです

けど。とりあえず、こういった若者を集める施策というんですかね、これが国交省

に行くまで、そういう手だても必要ではないかと考えております。 

 若者とかが今アートを描いたりしていますが、そういったことも必要であると思

います。ぜひ、平土野の町が活性化して昔のにぎわいを取り戻そうという町長の思

いもあるし、町民の願いもありますので、また私たち平土野に住んでいる人たちも

それを受け入れる体制を整えて、花をつくったりとか、そういう方向でやっていく

こと。 

 ことしも平土野の女性連はポケット公園に花などを植えたりしております。そう

いったことで、ぜひ、大きなプロジェクトでありますが、頑張ってやっていっても

らいたいと思います。 

 特に、町長は国交省に知り合いがいっぱいおられるというお話を聞きましたが、

何名か島の人がおったりとか、そこあたりの感触はどうですか。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 私が考えているのは、一つの磁場というか、磁力というんですかね、磁石を一つ

つくりたいなと思って。磁石ができると引き寄せられてくる。磁石ですから反発す

るのもあるでしょうけども、そういうイメージを持ってまちづくりに取り組めたら

なという思いで、どこかに１つ２つ磁場をつくりたいなというふうに考えておりま

す。 

 それは、特に人脈ということでもないんですけど、「窮すれば通ずる」で、行っ

て一生懸命お願いするということがまず大事かなというふうに思っております。一

生懸命、地域の声をしっかりと受けとめながら、そこに向かって邁進していければ

と思っております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 ぜひそういう人脈を生かしてやってもらえればありがたいと思いますが、特に空

き家が多いので、空き家対策、何度も何度も言っていますので、国のほうでもでき

るような施策を打っていますので、今回、１つだけ空き家を撤去しておりますが、

そういう事業を入れながら。 

 今、木造の危険なものもいっぱいあります。火災というより、ぼやを起こしたり
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しているところもありますし、駐車場にもなるし、名瀬のＡｉＡｉひろばみたいな、

ああいう集まり、ああいうところでもつくれると思いますので、これは回答は要り

ませんが、どうかその辺にも手を伸ばしてもらえれば有り難いと思います。 

 空港から連携したものをつくるという話ですので、ぜひ頑張って、あと先ほど言

った小さなこと、ライブハウスとかビーチバレーボール、ここあたりとウッドデッ

キ、こうすれば夕日が見えて非常にいいと思いますが、ウッドデッキのことはどう

なっていますか。 

○商工水産観光課長（中 秀樹君）   

 お答えいたします。 

 平土野港海岸保全施設ということになっておりますので、そこを今県のほうと協

議しております。また、地元要望も受け、調査を行っているところですが、海岸保

全事業としての課題等があり、今、まだ回答は得られておりませんが、これからま

た今後引き続き協議を重ねていきたいというふうに考えておりますので、よろしく

お願いいたします。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 以前、何度か話をしたら、担当によって温度差があるからできそうだよという話

を聞いたんですけど、そこあたり、もう一度、答弁をお願いします。 

○商工水産観光課長（中 秀樹君）   

 お答えいたします。 

 私も１月から商工水産観光課長ということになっておりますが、前課長のほうか

らも聞きながら、この件については懸案事項として引き継を受けておりますので、

今後とも地道に県のほうと協議を積み重ねていきたいと思っております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 ウッドデッキ、ここをぜひ造ってもらえば町の使い方がまた非常によくなると思

いますので、これをぜひ早目につくることを要請してこの質問を終わりますが、こ

とし３月までに多機能港の策定が終わって、あとは陳情するということですけど、

３月まで、これは大丈夫で、令和２年度から陳情関係に続いて引き続きできますで

しょうか。 

○企画課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 本委託業務は３月末日ということになっております。その間、ちゃんと策定する

前に、３月中には、再度、平土野集落との意見交換会を行いたいと思っております。

それとあわせて、平土野港の多機能港湾新設期成同盟会、これも３月中には設立し

て４月から基本構想に基づいた活動ができるように取り組んでまいりたいと考えて
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おります。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 町長、こういう感じでいいわけですね。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 そのようなスケジュール感で進めていきたいというように考えております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 じゃあ、次に行きます。次に、若者定住の受け皿として先ほどの特定地域づくり

協同組合の設立ということを言っておりますが、その後、これはいろいろ課長は研

究しておると思いますが、もう少し、私もいろいろ見とるんですけど、６月４日に

施行されるということですけど、地域の宝を呼び込むためにやりたいということな

んですが、そこあたり、設立の要件とかは行けそうですか。 

○企画課長（福 健吉郎君）   

 特定地域づくり事業推進法というものは昨年の１１月２７日に臨時国会のほうで

成立しております。それを受けて、ことしの６月４日に施行されるということにな

っております。 

 町長の答弁にもありましたが、今現在、本町もなんですけれども、過疎地におい

て安定した雇用の確保を目指したいという地域が多数あります。そういう中で、特

定地域づくり事業協同組合、こういったものを設立して雇用の人材派遣のような形

の組合を設立するということになります。 

 この組合については、地元の農協ですとか漁協、あと商工会議所など、いろんな

分野の方々で出資して設立するということになっております。そして、設立した運

営費の半分を国と町が４分の１ずつ補助するという流れのようでございます。 

 ただ、町も、協同組合が設立されますと組合のほうで雇用計画書なるものを作成

して県のほうの認定を受けなきゃいけませんので、町と一緒になって組合の設立ま

た並びに運営のほうも行っていくという形になります。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 これは、非常に、若者にとっては、雇用保険や年金など社会保障も確保して、通

年、雇用して、多業で働いてもらう、こういう利点があるというふうに新聞に書い

てありますが、非常に、こういうのをつくると島の若者があちこちに変わらないで

そこで雇ってもらえるということになれば安心して島に住み着くことができるんで

すけど、そこあたり、法ができれば長くたつといろんな条件が加算されてきますの

で、早目の対応というんですかね、法律ができてすぐは非常にソフトで、柔らかい

というんですかね、簡単にできるんですけど、そこあたり、早急な手を打ってもら
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いたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○企画課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 まだ具体的な説明会等は受けておりませんが、４月に地方団体向けの説明会があ

るというようなことで国のほうは考えております。これについては、どこで開催さ

れるとかは今のところないんですが、ぜひ早い段階でそのような具体的な説明会を

聞いて、一刻も早く関係する団体等と協議しながら組合設立に向けて取り組んでい

きたいと考えております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 町長、いかがでしょうか。積極的な対応を。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 基本的には事業組合をつくる発起人が必要でありますので、これは４事業所以上

ということでありますので、今お話の出ているような事業所さんが想定されるかと

思っております。もしくは、また南西糖業さんとかです。 

 ただ、これまでのイメージからいけば、働きたいという人が一つのところへ行っ

て仕事をするというのがイメージでしたけど、協業組合のほうに登録して１年間を

通していろんなところで仕事ができるということでありますので、特に農業分野と

かいろんなところで、１年を通してまで仕事がないんだけど、例えば建設業ですと

かそういったところなども非常に有効な雇用の受け皿になるんではないかなという

ふうに思っております。ただ、事業協同組合をつくるためには発起人として４事業

者が必要であるということですので、そこにまず説明を。 

 ですよね。（「４事業所じゃなくて、事業所の規模で、農協なら農協のところ

に」と呼ぶ者多し）違うと思っていますけども。発起人は４事業所以上が選定され

ないといけないということでありますので、そこら辺のところをしっかりと確認す

るということ。 

 また、４月に地方団体向けに説明会があるということですので、４月の中でそう

いったところにはまた企画課のほうなりそういう担当を説明会の中には出席させて

しっかりと情報をつかみながら、我が町で事業協同組合が設立できるような考え方

を持っていきたいと思っております。 

 国のほうでは今５億円の予算を組んだということであります。それで全国で

８０協同組合ぐらいができないかということのようでありますので、その８０協同

組合の中に天城町が入ることができるかどうか、またそこら辺は確認していきたい

と思っております。 
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○６番（大澹 皓一郎議員）   

 町長の施政方針でも安定した雇用を創出すると。まさにこれなんです。ですから、

町長も今強い決意を示していますので、補助金も出るし、島に若者が残れるという

ことでありますので、これはできるように町を挙げて協力してもらいたい、ぜひつ

くってもらいたいことを要請してこの質問を終わります。ぜひ頑張ってもらいたい

と思います。 

○議長（武田 正光議員）   

 企画課長、答弁する。大澤議員は答弁を求めているの。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 どうぞ。 

○企画課長（福 健吉郎君）   

 再度、お答えいたします。 

 特定地域づくり協同組合につきましては４事業体以上が出資して一つの組合を設

立するということになります。その組合で雇用したい方々をそこで雇用するという

ことで、先ほど議員がおっしゃいましたように、社会保障なり、いろんな雇用保険

なり、そういったものがしっかりと保障されるということになります。 

 そこから派遣される会社については、別に、特段、出資組合に加入する必要はあ

りませんで、いろんな団体から要請があればそこにそういった方々を派遣して働い

ていただくという形になります。 

○議長（武田 正光議員）   

 大澤議員、いいですか。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 はい。 

○議長（武田 正光議員）   

 質問を続けてください。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 次に釣り文化振興促進モデル港ということで、これは実は私は３回目なんです。

実は４回目にもなる。釣り文化じゃなくて、釣りのことに対して、当選して最初の

ときにも、平土野港は大物が釣れるので、大きな看板をつくって、日本一大物が釣

れる海岸だという話をしたことがありますが、そういうときに釣り文化振興という

のが出ましたが、これも法律ができてすぐに申請すればすぐオーケーになるような

感じでしたが、時間がなくて研究不足だったような感じがしますが、そこあたり、

これはいろいろな書類不足であったんじゃないかなと思うんですけど、平土野港利

用促進協議会というのは、会長、運営とか設立とかはどういうふうになっています
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か。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 

 現在、平土野港利用促進利用協議会というのは、設立はしてあったんですが、正

直に申しまして活動はしてございません。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 そういったことで、これは、去年、申請したときに、ここの要項にも、釣り文化、

第１回目のときにこれは設立してあって、間もなくても活動がなくてもよいという

ふうに書いてあったんです。 

 しかし、予算、皆さん、２６年度、２７年度つくってあるんです。会長が町長に

なっております。大久町長。副会長が森田副会長になっておりますが、要項なども

ありまして、予算もあったようです。予定表もちゃんとあります。行動表も。 

 こういったのをつけて出せば、ちゃんと、初めですから行けたと思うんですけど、

これに釣りをしとるグループを一つ下のほうにつけ加えてやっていけたらいいんじ

ゃないかと思ったんですけど、もう一度、来年と言わずに、今回。もう終わりまし

たかね。 

 来年になりますが、ここあたり、ぜひ整備して、この間も話したようにメンバー

も少なくして、詳しく、ヒラアジが釣れるとかイソマグロが釣れるとか４０ｋｇぐ

らいのが釣れるとか、そういう情報をきちっと書き込んで写真などをつけて出せば、

初めてだからできるわけです。 

 ここにこう書いてあります。つけて出しさえすれば認定しますと。あとのことは

自分たちがいろいろ指導しますということを書いてありますが、非常に残念でなり

ません。釣りをすることによって、漁業をなりわいとする人もおるかもわかりませ

んが、ここのところの次の申請はいつしますか。お願いします。 

○商工水産観光課長（中 秀樹君）   

 お答えいたします。 

 先ほど町長の答弁にもありましたが、釣りをキーワードにした観光振興について

は大切な観光資源の一つと思っております。この釣り文化モデル港につきましては

本会議場でもいろいろ議論がなされております。 

 今回、２月の末に令和元年度の申請の締め切りがございましたが、組織の中で十

分に検討しなければならないという事項がございます。今後、防波堤等の釣り利用

の促進の検討に当たっては、管理者である鹿児島県や各関係団体と検討し、合意形

成を図りながら進めていきたいと思っております。 

 また、平土野港利用促進協議会等が休止という状態になっておりますが、また新
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しい協議会を立ち上げて、その中で合意形成を得られながら、県の意見を聞きなが

ら、申請をするならばする。その中でまた検討を随時していきたいなというふうに

考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○６番（大澹 皓一郎議員）  

 県は人がずるずるかわると考え方が変わりますので。これは町長が出すんです。

それと、釣り文化、例えば今言った促進協議会、協議会が組織されていますか、港

湾の。ここで説得すればなることなんです。話をとりあえずやりましょうと。 

 その後は振興会がありまして、安全のことやらいろんな指導とかが向こうから来

るわけでありますので。何度も何度も言わせないでください。こういうことをほか

のところはちゃんとやっていますので、危険のないようにするためのモデル港なん

ですから、ぜひこれを実現してみてください。 

 課長、今回、国交省に電話してみたんですか。 

○商工水産観光課長（中 秀樹君）   

 お答えいたします。 

 九州管内の窓口については、福岡にある国土交通省九州地方整備局港湾空港部及

び海洋環境技術課というところになりますが、私のほうが九州管内の担当のほうに

電話をさせていただきました。 

 令和２年度においては断言はできませんが、また引き続きこういった募集等があ

るということになりますので、またこちらのほうで関係機関と精査しながら対応し

ていきたいというふうに考えております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 そういうふうに電話したり、何度も何度も情報を聞いてやれば県のほうも自然に

折れてくれますので。このメンバーの中に県が入っていますから、町長。町長がト

ップですので、強く言えば向こうも聞いてくれます。そういったことで、ぜひ次は

できると。釣りの情報を発信してください。ホームページでも、平土野港でどんな

ものが釣れたよとか、課長。 

 そういったことによってこれができますので、ここあたりも、かねてから、そう

いう電話を入れるとか、こういうのが釣れるとホームページに載せるとか、ぜひこ

ういうことをまた県の徳之島事務所のほうにも話をしたりするように要請しておき

ます。強く要請してこの質問は終わります。 

 次に、１２月に肉用牛の増産に奨励金の補助が施行されているということで質問

しましたが、その後の動きというんですかね、そこあたり、課長、どういうふうに

今なっているんでしょうか。 

○農政課長（山田 悦和君）   
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 お答えいたします。 

 １２月議会で大澤議員からも質問が出て、それからの動きということでございま

す。 

 町長の答弁にもありましたが、２月１９日に鹿児島県庁において事業説明会のほ

うがございました。この事業説明会のほうが徳之島管内から３名までの枠というこ

とがございまして、ＪＡのほうから天城事業本部と徳之島事業本部の畜産担当者

１名ずつ、あと徳之島営農推進本部の畜産部会の事務局が徳之島町役場内にござい

ますので、そちらから徳之島町の畜産担当者が１名出席しております。そこで大筋

の説明資料が配付されたところでございます。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 具体的な内容は。 

○農政課長（山田 悦和君）   

 具体的な内容といたしましては、事業の概要としまして、和牛の場合、繁殖雌牛

の増頭に応じて奨励金を交付ということになっております。その内容は、繁殖雌牛

が今５０頭未満の方につきましては１頭当たり２４万６千円、５０頭以上につきま

しては１７万５千円というものが主なところでございます。 

 あと、交付対象者が畜産クラスター計画に位置づけられた取り組み主体の構成員、

交付対象頭数が１対象者当たり５０頭を上限、交付対象牛の主な要件としまして、

頭数の増減の期末・期首の日付があるんですが、令和２年１月１日の頭数と令和

２年１２月３１日の頭数の差額になります。 

 この頭数の差額時点で、期末時点で満９カ月齢以上、導入時点が１４カ月齢未満

の雌牛、さらには脂肪交雑及び５形質のうち１つ以上について育種価または期待育

種価が生産県の上位２分の１以内などという条件がございます。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 難しい。シビアになってきましたね。新聞には新しく増頭する人もできるような

ことを書いてありましたが、また３月頃も担当の研修会があると聞いておりますが、

そこあたりで一つ手を挙げて獲得することができないかどうか、今の考えをお聞か

せください。 

○農政課長（山田 悦和君）   

 お答えいたします。 

 ３月の９日に大島支庁で郡内の担当者会を再度するということに予定をされてお

りましたが、今現在、コロナウイルスの関係で３月９日の分が中止とされておりま

す。 

 今後、また４月以降に同様の説明会等も出てくるかと思いますので、今、議員が
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おっしゃったように天城町は今畜産についてかなり増頭意欲もございます。そうい

ったところから、なるべく多くの畜産農家の方が交付金の対象となるよう、いろい

ろ要件等について確認を行い、畜産農家のほうにしっかりと周知していきたいと考

えております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 農業新聞に載ったり、こういうふうに資料ももらったりしておるんですけど、だ

んだん新聞発表と違って非常に厳しい枠になってきておりますが、そこあたりを注

視して、何とかこれをクリアできるように。 

 国は、農業新聞等ででかでかと載っていますので、もう少し緩やかだなという思

いもしておりました。新規にやる人もできるんじゃないかなという思いがありまし

た。そういうふうな書き込みだったんですけど、非常に厳しくなっているような感

じがしますが、そこら辺にもめげず、ぜひこれに食らいついて、農家のために、ぜ

ひ、今度の研修会あたり、またいろんな情報を。 

 しょっちゅう電話を入れると向こうも注視してくれますので、そこあたりの決意

というんですかね、町長、そこあたりの指導とか助言とかはないでしょうか。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 国の条件はあるわけですけども、そこをしっかりとクリアできるようなこと、

我々は情報をしっかりと確認し、またそれについては農家のほうにしっかりとつな

いでいくということが大事かと思っております。 

 また、今、お話を聞きますと、農協さんのほうが主になるようなお話も聞こえま

すので、一緒になって私たちは農家のために頑張っていければというふうに思って

おります。そしてまた、少しでも多くの農家がこの事業の増頭資金が受けられるよ

う努めてまいりたいと思っております。 

○議長（武田 正光議員）   

 しばらく休憩します。２時１０分から再開いたします。 

休憩 午後 ２時００分 

─────────── 

再開 午後 ２時１０分 

○議長（武田 正光議員）   

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 大澤議員。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 次の項目、建設行政について聞きます。西阿木名長畑線について、今回の予算に



－121－   

組んであるということでありますが、この点に関して私の思いを言いたいと思いま

す。 

 これは一般質問でしまして、次に長畑線のことについて要望書を出しております。

そして、要望書は、長畑線のところに地権者が３名おりまして、地権者の同意もも

らっております、私のほうで。 

 そういったことで、ここに書いてあります。左記道路を工事することは地権者と

異議のないことを同意しますということで、松林さんという方の大きいところだそ

うですが。 

 実は、この間、行ってみたんですけど、もうこの辺には人がいないんだろうかと

思って見たら、当初にも予算が組んであるから、ぱっと思って、そこらあたりに行

ってみたんです。 

 そうしたら、まだまだ若い人が住んでおりました。水道課長にも聞いて確認した

ところですが、まだ７軒ぐらいあります。そして、あと２軒ほど都会に行っており

ますが、そこあたり、空き家改修事業なども相談すればできるんじゃないかという

ことで、住宅もあるし、また農地もありますので、これはぜひ必要だということで

質問をことし出しております。 

 質問した原因は、課長、郷原さんという人が、名前を出しますが、畑で倒れて救

急車を呼んだけど、坂のほうで救急車が上らなかったということで、私はそれを後

で聞いて、こういう質問をしたり、そこのことで要望書をつくって区長に印鑑を押

してもらったり、一人一人を説得しました。 

 ここにある要望書、コピーをそこに出してありますが、２７年の１１月１６日に

出して、二十何日かに受付をしております。この要望書は遺族の方が３回ほど大阪

のほうに道路の地権者に同意を求めて３回往復しています。そっちに出してあるも

の。そういったことで非常に思いがある道路です。 

 ですから、それができることによって、まだまだ人が住んでおりますので、救急

車が上ることができると思います。また、通行の、今まで回って行っておったんで

すけど、コーラルのほうに、今度、これができると便利になると思いますが、これ

はいつ頃発注してやるつもりでしょうか。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 

 予算が通り次第、２年度でなるべく早く着工できればというふうに考えておりま

す。町単事業ということで考えておりますので、早く着工はでき得ると考えており

ます。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   
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 ぜひ、この道路は、非常に、建設課のほうでもコーラルリーフを引いてくれたり、

いろいろしていますけど、雨のたびに流されて、坂のところなんかは、この間、車

で行ったときは坂がコーラルでスリップして上りにくかったです。そういったこと

もありますので、なるべく早目の対応をしたいということですので、ぜひ、町単で

ありますので。 

 こういうふうに炸裂しております、道路が。これは写真も撮っておりますが、そ

こあたり、早目の対応をお願いすると阿木名の人たちも自分たちにも光が当たった

ということで大変喜ぶと思いますので、早急なスピード感を持った対応をお願いし

たいと思います。これは地域の人は大分喜ぶと思います。 

 以上で、西阿木名長畑線は終わります。 

 次に平土野玉城に通じる排水溝設置。続けて真瀬名のことも聞きますが、その件

は農地整備課ですかね。写真もつけてありますが。 

○農地整備課長（大久 明浩君）   

 お答えいたします。 

 大澤議員のほうから真瀬名中央線ということで質問が来ております。 

 真瀬名中央線、ここから電柱のほうに向かって、真瀬名橋の手前、５、６０ｍの

ところを右に曲がったところだと思っております。今、大澤議員が言っている真瀬

名中央線という名前で私のほうは説明させていただきます。 

 入り口のほう、亀甲状の表層になっておりまして、亀の甲羅のような形にひび割

れを起こしております。この場所は、車が通った後、わだちができた状態で、今、

陥没している状態がありますが、これについては令和２年度の当初のほうで多面の

ほうで整備したいと考えております。 

 その先のほう、倉庫の前ですが、ここについても道路の法面のほうが侵食してい

まして、法面側に車が寄れない状況で、内側のほうに表層を超えた状態でわだちが

できております。ここについても令和２年度の当初で対応していきたいと考えてお

ります。 

 これについては多面事業のほうを使わせていただきたいと思っているんですが、

ここについては、その先のほうに行きますと排水が悪いところがございまして、全

体的に１km前後の距離になろうかと思っておりますが、ここにつきましても県の農

村整備課のほうに連絡しまして県単事業で対応できないかということで問い合わせ

をいたしました。８月に申請できますと。ヒアリングのほうが秋口のほうで実施さ

れるようです。 

 これについて、一般農道については県単のほうが非常に厳しいということもあり

まして、ここと玉城のほうの入り口のほうの排水の関係を両方同時に出したいと思
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っておりますが、どっちか、排水のほうがもし通ってくれれば、真瀬名中央線のほ

うについては、基盤整備促進事業、今、兼久中央をやっておりますが、ここがあと

２年後には完了します。その完了後に改めまして、基盤整備促進事業の真瀬名中央

なのか、平土野地区なのか、そこら辺の事業名をまた決めて申請しておきたいなと

思っております。 

 ここにつきましては、令和４年基盤整備促進事業、他の、兼久、瀬滝の農道整備

事業が４地区重なることもございますので、財政のほうとまた協議しながら、でき

るだけ真瀬名中央線についても入り口のほうから出口まで全てを舗装できればと思

っているところです。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 具体的な県等の補助事業を模索したり、そういった関係で非常にありがたい答弁

をいただきました。ぜひ、そういうことを研究して実現することを要請しておきま

すが、この平土野の玉城に通じる排水溝なんですけど、そこに写真を持っています

ね。これは、この間、持ってきましたが、車のある写真がありますかね。車で作業

しとる写真。 

 実は、そこはある店の通りで、これは県の側溝なんです。県の側溝なんですが、

前はグレーチングをしておりまして、いつの間にか、昭和５０年ごろにコンクリを

打ってしまっておりました。 

 僕が帰ってきた当時はグレーチングでありましたが、グレーチングが消えてコン

クリになったら道にばっと水が出るようになって、下のほうに流れていって、莫大

な予算をかけて県道のほうに流すようにしとるんですけど、この間というか、２年

ぐらい前に県に相談に行ったら、コンクリの穴のあいたやつ、古いやつを持ってき

て、それをつけてありまして、それで我慢してくれと言うもんですから。３つ。 

 それじゃ水は吸い込まないよということだったんですが、この間、２月２６日に

工事に来とったから、その１週間ぐらい前に県のほうの徳之島の事務所のほうに行

きましていろいろ話をしたら、グレーチングじゃないとだめですよという話をした

んですけど、今度もまた古いのを持ってきて半分ほど入れてあります。 

 その状態はこういう状態です。グレーチングを入れた状態が。それで、そこから

上まで１０ｍぐらいでいいですから、町が排水溝を入れるとその水をここに吐かな

いかという私の素人考えですけど、これは、多大な水が流れてきて、車でばしゃっ

とはねて、なかなか対向車にも危ない状態であります。そこのところなんですが、

これは梅雨時期になるともっとひどくなると思いますが、見て、その後でも結構で

すけど、早急な対応ができないかという考え方です。 

○農地整備課長（大久 明浩君）   
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 今、現時点ではグレーチング側溝に多分なっていたと思います、県の管理してい

るところは。そこにつなぐための事業として、今、私なんかが先ほど説明した県単

事業をお願いしようかなと考えているところなんですが、この県単事業は８月の申

請で秋口にヒアリングがあるもんですから、そこら辺の対応としては検討させてい

ただくしかないと思っております。よろしいでしょうか。 

 現場のほうは、何らかの形で、上のほうの補助が２５から３０haぐらいあるんで

すが、そこの周りのほうは法のほうに全体的に落として処理されているんですが、

一部、道路上の水が全て集まってきているような状況でありますので、上のほうで

何らかの対策でとめるか、当分の間はしておいて、県単事業が何とかとれそうであ

ればそこのほうに側溝を入れていくという形をとりたいと思っております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 私も自分の家の前なもんですから言いにくくて、１０年前から、里村課長のとき

から段取りをしとったんですけど、その後、動きがないもんだからそのままにして

ありまして、県のほうにばかりいろいろ交渉しとったんですけど、県も、非常に壁

が厚いというんですか、この間、激しい議論をしてきました。 

 それで、こういうふうなこういうグレーチングに１週間後にすぐ持ってきてやっ

たんですけど、そこが１０年間、これは集落座談会でも４、５回出ておると思いま

す、恐らく。 

 去年、おととしも出したし、出ておるということで、この水がひどいんです。先

ほど言った上のほうに。半分しかここに来ていません。ぜひ、その上のほうに側溝

を入れれば、ここの県のほうにこの中に流していけると思いますので、ぜひ、これ

を予算を獲得できるように頑張ってもらいたいと思います。 

 これができれば、その隣のところの浄化槽などもしたいということで要望をして、

業者を入れて見積もっておったんですけど、ここは排水溝がないもんですから浄化

槽の事業ができなくて、この人は諦めました。それで非常に残念がっておったんで

すが、排水溝があればもう浄化槽も全部つけていけると。また今度、浄化槽も大分

補助も上がっていますから、すぐつけれると思います。 

 そういったこともいいことも出てきますので、ぜひ、ここ、もう十二、三年にな

ります、このことを話してから。ちょっと私も勇気を持ってちょっと町のほうに話

をしておるところでございますので、何とか先ほど言った事業をとるように努力す

るように要請して、この質問は終わります。 

 その真瀬名の崩壊のほうは検討するということでやっていますが、次に、それも

ぜひ要請しておきます。車は危ないですから、ぜひお願いします。 

 次に、県道伊仙天城線の拡張、この件についても２９年の９月議会、３０年の
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９月、令和元年の９月議会、３回ほど質問しております。 

 先ほど、町長からの話によりますと、いろいろ県にも要望をしておるという話で

したが、課長、課長は協力いろいろお話し合いはしておるということだったんです

けど、要望書は何通か上げていますね、ちょっとそこを紹介してください。何年度、

どういった要望書を上げておるとか、県のほうに。このボトルネックやら真瀬名の

橋の件のことやら、道路拡張。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 

 要望書については、町みずから平成３０年１月、要望書、そして、真瀬名橋から

天城中学校までの区間、まず、８００ｍぐらいを改良していただきたいということ

で要望書を上げております。 

 続きまして、平成３０年７月、これは、関係地区、兼久、平土野両地区の区長を

代表としまして要望書の提出を町がいただいたものですから進達をしてございます。

続きまして、令和元年５月、これは、天城町立天城中学校長及び同ＰＴＡ会長連名

による、道路改良ではないんですが、中学校前の横断歩道の危険であるということ

で要望書を受けております。 

 この３件について、この件に関しても進達をしてございます。 

 最後の天城中学校の要望に関しましては、先週だったと思いますが、県のほうで

カラーコーンの設置は実施してあります。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 ちょっとその内容をもう少し、用地交渉とか、改良とか……。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 わかりました。 

 では、平成３０年１月、県道伊仙天城線整備に関する要望書について、当時の大

久町長名で、徳之島事務所所長、瀬戸口 寛様宛に提出をしてございます。 

 県道の安全安心な道路環境を実現するために、町政の着実な推進に努めていると

ころでありますが、現在の県道、伊仙天城線につきましては、真瀬名橋から天城中

学校までの区間は、歩道は整備された状況にありますが、傾斜もきつくカーブ区間

が多い。また、歩道をまたぐ交通事故もあり、歩行者や通学路としての安全性が確

保されていない状況でありますと。 

 なお、用地交渉等及び改良工事に関しましては、本町は責任を持って協力いたし

ますと。本事業に対する予算等の要求に特段のご配慮をいただきますようお願いい

たしますというような内容と、簡単な地図とこういうのを添えて提出してございま

す。 
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 この件に関しましては、町長及び私ども県庁に訪問する際は、この資料を持って

本庁でも要望活動をしてございます。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 私、認識不足だったかもわかりませんが、この席で質問するときに、交渉してお

るという話は聞くんですけど、よくやっておるじゃないですか、３回も出していま

す。平成３０年の１月と元年の５月１５日、３０年の７月３１日に「用地交渉及び

改良工事に関して、本町も責任を持って協力いたします」とまで書いてあります。 

 これ、すごいことを書いて出してあるのに、ただ、交渉している、交渉している

ということであるから、動いていないんじゃないかと思ってやったら、こういうの

が出ておるということを認識がなかった私が悪かったんでしょう。 

 また、そこはあんまりいろいろ言わなかったもんですから、ただ、話を口頭でだ

けやっておるんだなということがありまして、また、町長と県庁まで行かれたと。

これ、森田町長になってからも、元年ですから、行っております。 

 非常に、こういう積極的な対応というんですか、そうすれば我々も安心するし、

非常に、今、動いているんだなという感じがしますが、県はこれに対してどういう

ふうな対応をしていますか、今、聞いたことないですか。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 

 要望書の先行きというか、そこら辺まではあんまり聞けないとこでありますけど

も、２年度あたりには事業として徳之島事務所のほうも事業を推進するべく判断し

ているというふうな話は聞いております。 

 令和２年度あたりの、県議会あたりの県の判断を待ってみたいと思いますが、い

い返事が聞けたらというふうに考えております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 そうですね、私も２月行ったときに、どうしてそこあたり、こういう話もあるの

に、車はもう道路をまたいでしておるのに改築しないんですかという話をしたら、

書類を見ながら予算化に向けて要求をしていますということを言っておりました。 

 課長がおっしゃったように要求をしていますと、それちょっと見せてくださいと

いったら、ちょっとこれは見せられませんという話でしたんですけど。言われたよ

うに、今、橋とセットで天中のあそこあたりは考えておりますというような話です

が、少し進んでいるような感じがします。 

 なぜ、こういうことをまた再度何回も質問しますかというと、非常にあそこは危

険でありますし、また、通学路でありますので歩道も広いほどいいと思います。 

 それと、平成１８年のころに町民を集めて、土木の方が１８年のころに町民を集
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めて兼久の公民館のほうで説明会をしておるんです。そのときに、もう橋もつくり

かえるよ、協力できますかという話をしたそうですので、そこに出席した人から、

「あれ、どうなっておるんだ」ということを何名か聞かれるもんで、私は常々質問

しておったわけですが、今度は強く、「あんたは議員しとってどこをどういうふう

に話をしておるの」というふうに強い叱責を受けまして、叱責というかご指導をい

ただきまして、また、この問題を県のほうにも直接話をしておるところであります。 

 そういったことで、こういう要望書を住民と町と挙げてやっていくと予算も通る

んじゃないかと私は考えております。もっと、今、積極的に県も予算を上げるよう

に何か書類をつくっておったような感じがします。ちょっとそこあたりは詳しくは

言えないという話でしたが、ニュアンスでは僕は何か投げておるような感じがいた

します。なので、もう少し積極的な対応をお願いします。 

 また、県庁へ行かれる町長、ぜひ、そういう話もされてください。また、感触あ

たり、何かこの間行かれたというから、ちょっとそこあたりお願いします。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 非常に交通の隘路ということで危険な箇所だということ、また、痛ましい事故も

起きております。そういう中で、昨年２回、直接本課の課長さんにお願いしており

ます。そして、真瀬名橋を大型トラックが通っているところ、そして、その脇から

子供たちが通るんですよという、そういった写真なども持っていってお話しさせて

いただいております。 

 そういう中で、少しずつ前向きに歯車が動いているかなという感触は持っており

ます。また、新年度、また４月の中できちんと新しい県の人事異動等もありますの

で、新しい課長さんといろんな県のご挨拶に伺うことに毎年しておりますので、そ

の中で、またしっかりと私たちの今抱えている道路に限らず、いろんな懸案事項等

についてはしっかりと県の課長の皆さん方にも伝えして、また、事業の進捗に向け

て頑張って行きたいと思います。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 ぜひ、もう２回も行かれたという話は今回初めて聞いたんで、非常に動いておる

なという感じがします。そういうこともまた町民の方にも議会で僕の言うことによ

ってわかると思いますが、先ほどご指導を受けたというのは、こういう図面まで、

その１８年度に提示しておるんですが、橋とか道の道路、これ１８年度に、その人

は持っていまして、私にこれを見せて何とか考えられないかとか、何かガソリン税

で道路をつくるとかいう話もあったとかいう話でありますので、きょう、今、課長

と町長のそういう話を聞くと多分納得して喜んでおることだと思いますが、ここあ
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たり、ぜひ、非常に危険な場所でありますので、ぜひ粘って、ここぜひ奄美のトン

ネルと比べるとごく少ない予算ですので、ぜひ予算をつけるようにやっぱり何回も

何回も足を運ぶことだと思いますので、その点、陳情するように要請しましておき

ます。 

 それと、ボトルネックの件もちょっと話を聞いたんですが、そこあたり課長、何

か伺っていませんか、郵便局の前。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 

 ボトルネックの件につきまして、そこら辺は気になっておりましたけども、その

ボトルネック単体での事業はできませんよという話を今までしてきました、ですが、

今回、この真瀬名橋から天城中学校入り口あたりまでの改良事業が採択されますと、

その事業の一環としてボトルネックの箇所も対応できるんじゃないかという話は、

現在しているところであります。 

 この事業の中でできるものではないのかなというふうに私は、もし事業が採択さ

れた場合できるものだというふうに感じております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 この橋とセットでやるということで言われたということですが、ぜひ、そこあた

りも強く要請をしてみてください。 

 私、前回、このボトルネックの用地のことで話をしたんですけど、ある人がそこ

の地主なんだけど、代理の方が役場に来られて、そしたら県のほうにちょっと紹介

してあげたという話を聞いておりますが、これも、兼久の人から「あそこを何とか

できないか」という話で、この調べに調べて、名前は言いませんが、もう高齢者に

なっておって、京都におるということでやったら、やっと住所がつかめて、住所が

わかって、いとこがおりまして、京都に３名ほど、その年代だろうということでや

ったら来られたという話を県でもしておりましたし、もちろん課長も知っておりま

したが。 

 県、なかなか動かないので、課長、前も話したように町であそこの土地をもう買

っておけばスムーズに仕事ができるんじゃないかと思うんですけど、この間もそう

いう話をしたんですけど、もう高齢者なので亡くなると、亡くなるというそんな表

現悪いんですけど、高齢者なので非常に心配なんです、気持ちが変わったりすると

いけませんので、町で、小さな土地ですので確保して、もう県が工事始めたらス

ムーズにできるような考えはないでしょうか、もう一度お尋ねします。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 
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 今、議員さんのおっしゃる方ではないんですが、その代理の方と３０年の８月

８日、役場のほうに訪問して来られまして内容を伺いました。その内容も添えて、

これも県のほうに報告してありますので、今議員のおっしゃる町の用地の先買いと

いいますか、そこら辺の提案でございますけども、どこまで買えばいいのかわかり

ませんのでちょっとわかりませんが、そこら辺は県の動向を見ながら県が動いてい

ただけるんであれば一番助かりますので、そこら辺はまた協議してみたいというふ

うに思っております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 今の件ですけど、県の動向を見ながらやっていくということですけど、もう県な

かなか動かないですけど、先取りして買っておけば、県もあそこはすぐぱっと移転

費ぐらい出せるんじゃないかと思うんですけど、そこあたりちょっと町長の決断を

お聞きします。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 今の大澤議員のご提案というのは大変また新しい提案かなと、今、思っておりま

す。そういった提案を含めて、我々が先に買って、県、事業執行してもらえますか、

どうですかというところなどを含めて、もう一回、全体を含めて一体として事業を

してもらえるのかどうかとか、もう一回、議会とか終わったりしながら近々に県と

一回話をしてみたいというふうに思います。 

 私たちが前もって先行取得していていいのかどうかとか、我々、そういう気持ち

も町としてはそのぐらいの気持ちを持っていますよということぐらいをしっかりア

ピールしておくというのは大事かなと思っております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 今、積極的な対応の仕方というのを町長のほうから回答をもらいました。ぜひ、

そういうふうなやり方もありますので、町長、ぜひ、そういう積極的でスピード感

のある対応をお願いします。 

 それと、この間行ったときに、予算も何かこの県道も予算の額もつかんで申請を

しているようなイメージ的な言い方をされていますので、そこあたり、やっぱりも

う少し、今、情報を出さないと思うんですけど、交渉中なので。そこあたり、皆さ

ん方でもちょっと、今、町長が言ったように交渉して、ちょっと情報をつかんでみ

て、情報収集して、我々も安心させるようなやり方をしてもらうとありがたいです。 

 今回、この建設課長が、ここに書いてあるこれなどをすれば町民も喜びますよ。

「責任を持って協力していきたいと考えております」というふうな文章を「用地交

渉及び改良工事につきましても、本町も責任を持って協力いたします」という、こ
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れは、誓約書みたいな要望書なんですけど、こういうのを見ると非常に私らも町民

も元気が出ますので、ぜひ、非常にいい対応をしてあると思います。また、こうい

う対応をしてもらえばありがたいと思います。 

 ボトルネック等々、その真瀬名橋の掛け替え、あと、また農地整備課の補助事業

を利用した、つくるということを、ぜひ聞きまして、また住民のほうも大変希望の

持てるような形になったと思います。そのことについては、一応要請して、頑張っ

てもらえることを要請して終わりますが、もう一点あります。 

 平土野バイパス側溝を落蓋側溝にできないかということですけど、ここの件につ

いて課長、今、どういうふうに考えていますか。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えいたします。 

 今、議員がおっしゃっている平土野バイパス線延長が３３０ｍ程度ということで、

平土野郵便局から天城中央線への道路でその交差部あたりに未改良部分と申します

か、旧側溝の上にふたをかぶせただけの水路が両側で１１０ｍ程度ございます。 

 簡単な工事を積算しますと４５０から５００万という程度かかるかなというふう

に判断しております。その中で、今のところ緊急的にできますかと言われると「は

い」とは申しませんが、我々の集落環境事業あたりを年度計画でしながら実施でき

ないか検討していきたいというふうに考えております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 実は、私、天小の朝の立哨のときに、１日の日に立哨するんですけど、そこは非

常に車の、亀津に通る車の抜け通り、本当にバイパス通りです。それで、中学校の

通学、小学校の子供たちも側溝の外側歩くもんですから、その蓋の上じゃなくて非

常に車と接触する。坂なもんですから車も非常に発進とか、一旦止まって停車して

行くもんですから、非常に子供たちと接触する可能性が多くて、子供も非常に危険

を感じておるところであります。中学生、小学生もそこを通ります。 

 中学生は下から上って来て、そこを通って天中のほうに抜けています。私の家の

前を通ってです。これ、不思議なことに一番大事なバイパス線が、側溝はそのまま

して、そこから向こうに南西糖業の寮があったところの公園のところには事業をや

っているんです、最近。最近というよりも５年ぐらい前に、課長の前の課長が。 

 それで、一番危険なところをやらんで、何にも車も通らないそういうところを、

これ、ここにも資料を持っていますけど、集落環境事業、これじゃないかと思うん

ですけど、天城５号線というんですか。課長。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 大変申しわけありません。今、その路線についての路線名はちょっと把握してご
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ざいません。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 路線の言っているところはわかるでしょう、僕が今、落蓋式になっているという

のは、なっているところ、工事したところ。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 

 今の議員のおっしゃっているのは、バイパス線から南西糖業社宅といいますか、

そこに入っていく道だというふうに。（「公園のほうに」と呼ぶ者多し）公園のほ

うに、はい、わかります。（「わかりますでしょう、落蓋式になっているというこ

と」と呼ぶ者多し）わかります、はい。舗装もやり変えてあるんじゃないでしょう

か、その上かな。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 さすがです。 

 そこです、通学路でもないし、そこを平成２５年度に平土野、天城５号線排水工

事と落蓋式とそこの道路の舗装もやっております。落蓋式に６０９万６千円、３月

ごろにやっております。 

 それと、そこの舗装道路もやっております。距離が１２４ｍ、今のところは一番

車が通って危険なところは残してあるんです、なぜかわからんけど。どういう力が

動いたのかわかりませんけど、非常に疑問でなりません。今、一番危険なところで

すので、これ４２ｍ、幾らって言いましたっけ、１００ｍぐらい、今、このバイパ

ス線は１１０ｍと言いましたね、１１０ｍぐらいですので、何とか子供の通学路と

いう考え方で早急な対応はできないか、いま一度ちょっと大変厳しいようですけど、

課長が前の段階で、ここはそこだけはと、ここだけ何で残したのかなという感じが

しますので、もう少し早目にできないかという、回答。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 

 議員のおっしゃる通学路的な要素も含んでいるということのようです。私もそう

考えます。その、５号線の舗装などについては路面性状調査に基づいて平土野地区

を下の商店街を含んだ全てにおいてその当時舗装したものと私は思っております。 

 その排水についてはちょっと記憶はございませんが、今の議員の通学路的な重要

な場所であるということを考えますと、我々も集落環境整備事業という事業でやり

たいと思っておりますが、いろいろと要望が多ございまして積み残しもございます。

また、新たにむ～るし語ろう会など行きますと、建設課のほうには要望が多ござい

まして、それを処理していくのにいろいろと優先順位をつけながら処理していると
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ころであります。そこら辺を考えながら、このバイパス線については検討して早目

の実施を検討していければというふうに考えております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 課長にこういう話をするのちょっと苦しいところでありますが、非常にここ、使

わないところをやって、ここのところを落ちぶた式にやって車なんか何台も止めて

います。だから、そこあたりも通学路ですので、この坂は、坂というんですか、坂

になって非常に危険です。ぜひ、できないか町長ちょっと英断をお願いします。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 私は、あそこはいつも気になっていたのは、バイパス線ではなくて天小通りにぶ

つかるときに車が一時停止するもんですから、あれが止った、高齢者の方が止まっ

たときに後ろにバックしないかなと思って、そればっかり私は心配していたあの地

域なんです。 

 ただ、そこに、側溝が持ち上がって非常に子供たちが歩けない状況であるという

のは、大澤議員のこの質問するまで、私は認識がしていませんでした、そのことに

ついてはです。 

 ただ、高齢者が一時停止してブレーキをとめて出発するときにバックしないかな

と思って、そればっかり心配していたんですけど、そういう中で子供たちが通学の

安心安全ということは私たち最優先で確保しないといけないところであります。は

っきり、昇課長は言えないんですけど、多分その１年間の予算が１千５００万円し

かない、今のところです。その中で４５０万使ったらどうするんだと思って、彼、

建設課長はなかなか、しっかりとはっきり返事ができないでいるのかなと思ってお

りますけれども、そこら辺については子供の通学路の安心安全確保という観点から

は最優先でする必要があるというふうに私は認識しておりますので、そこら辺、新

年度予算の中でまた使った分は使って、また議会のほうにご相談するとかいろんな

形で対応していくというのが、住んでよかった天城町づくりの一環になればという

ふうに思っておりますので、新年度予算の中で検討させていただければ思っており

ます。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 特段の英断をいただきまして、そこを通る人たち非常に安心して通れるし、また

子供たちも安心して通学できるし。先ほど言ったように、車、本当バックします、

我々であっても。さすがいいところを見ております。 

 ぜひ、これが実現できることを要請しまして、この建設課の質問を終わらせてい

ただきます。 
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 次、学校給食センターのことについて質問していますが、この件は、まず、

２９年度第３回の９月定例議会において先輩の鶴議員が質問を取り上げております。 

 その後、何ら動きがないもんですから、私も取り上げますが、この長期計画は、

課長、あるとか、今来てすぐだからあるとかどうのこうのとかいう話は見てみまし

たか。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 第５次の天城町総合振興計画に計画されているという認識をもとにしております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 年度はいつ……。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 予定では、平成３１年、３２年ということになっております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 教育長、課長は来て間もないからわかりませんが、教育長、ここ１年ぐらいと、

課長は、なってから給食センターへ行かれたことはありますか。 

○教育長（春 利正君）   

 お答えいたします。 

 給食センターへは何回か行っております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 行って、どういうところを見たり、話を聞いたりしておるんですか、そこあたり

と、給食をまず食べたことがあるかどうかということもお聞きします。 

○教育長（春 利正君）   

 お答えいたします。 

 中に入りまして、まず、施設、設備、そういったのが順次整備はしております。

周りの汚れとかそういう老朽化しているもの、それから、また、ネズミ等の出入り

があったとそういう形跡もあります。 

 職員の中でそれを対応してきた状況であります。その給食につきましては、２、

３回、合同で食べたこともあります。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 最近はいつですか、最近は食べたんですか。 

○教育長（春 利正君）   

 最近は給食を食べたりセンターに行ったことはありません。最近というのは、こ

こ２、３カ月です。 
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○６番（大澹 皓一郎議員）   

 私、教育委員会の管轄の部門に委員会に入っておりまして、その部門のメンバー

皆で試食会したり、学校で試食会したり、天小でしたり、２回もやっておりますが、

今、非常に給食センターの問題点というのは恐らく出てきておると思うんですけど、

そこあたり把握をしていますでしょうか。 

○教育長（春 利正君）   

 お答えいたします。 

 一番の問題点は、給食のパン給食、それから米飯、パンをこれまで週に２回で米

飯給食を週に３回という形でしておりますけども、そのパン工場の関係で冷凍パン

にかえているというのが一番大きな要因ではあると思っております。 

 子供たちに対しても、やはりもっとパン食が欲しいなということは受けておりま

す。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 パンだけじゃなくて、そこの施設とかそういったことに対していろんなことを向

こうから上がってこないんですか、課長、最近でもそういう話はないんですか、あ

なたが、ここ１カ月後とか、課長のほうからも聞いてみます。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 給食センターのほうから、令和２年度予算要求、また、この予算等ご承認をいた

だきたいという部分で上げさせていただいております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 この給食センターの建替等についてのことについて、こういう問題があって、こ

ういう問題があって、これ３９年経過しておるということですけど、本当ならもう

少し、コンクリならもう少しもつんじゃないかと思うんですけど、そういうことを

老朽化しておるという話とか、電気関係とかそういう衛生面とかそういったことに

対して何も言ってきていないんですか。そこのところ、お願いします。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 その件につきましても随時報告を受けております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 詳しいことはどういったこと。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 電気関係等の老朽化に伴う分等を報告を受けております。 
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○６番（大澹 皓一郎議員）   

 それがとまったらどうなるかという話を。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 そういう件につきましても報告を受けております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 いや、だから詳しくちょっと説明して。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 現在、電気系統の老朽化に伴って給食をつくることが不可能になるということを

受けております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 給食だけじゃなくて、もろもろの問題点が出ていますが、３９年度造って、本当

はもう少しさっきも言ったように長持ちするんだけど、その造りかたとか管理の仕

方とかそういうことによって生まれてきている、僕は現象じゃないかと思います。 

 あと４、５年ぐらいはもつんじゃないかと思っておったんですけど、機械の問題、

もう少しそこあたり詳しく衛生的な問題、そこあたり資料を持っていませんですか、

持っているでしょう。 

 教育長でも。 

○教育長（春 利正君）   

 お答えいたします。 

 資料等でもらっていることはありません。口頭でその都度いろいろな課題がある

のを情報を受けております。 

 先ほどありましたように、電気系統、これが一番危惧するところでありまして、

その電気が通らなければ給食ができないというのは、今、一番大きな課題ではない

かなと思っています。 

 先ほど申し上げましたように、設備につきましては、必要についてはその都度予

算化して新しいものに変えたりしております。ところが、中には、今、変えなくち

ゃならないんだけども、修理、修理をして、今、使っているという状況は報告を受

けています。 

○議長（武田 正光議員）   

 大澤議員、時間が迫っています。完結にまとめて。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 ちょっともう少し給食センターに行ったらいろんなことを質問したらいい、給食

センターの運営委員会なんか報告なんか受けていないんですか。 

 そういったことでありますが、電気系統、みんなが言った電気系統と言ってもみ
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んなわかりません、そんな簡単に言っても。ここにもう少し詳しくちょっと電気系

統をどういう部門の電気系統が悪くなれば、どういうふうに使えないとか、これが

悪いとか、そういう具体的なことを言ってもらわんと町民はわからないし、もう建

替に来ているんじゃないかということを私は言っておるわけですが、先ほど言った

ように計画では３１年、３２年で建替るべきじゃないのというふうな話をしており

ますか、計画書に載っておるという話でしたか。そこあたり、ちょっと説明をお願

いします。 

 どういう老朽化をしてどういうふうになっているかという話、両方で……。 

○議長（武田 正光議員）   

 課長のほう、これ答弁できますか。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 今、手元にその資料は持っていません。給食センターの所長のほうから写真等を

つけて先日のセンターの運営協議会、センターの関係での資料提出など等もありま

したので、そこらあたりをもって認識はしております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 だから、認識しておることを言ってくださいという。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 申しわけございません。今、手元にないので、その詳細をお答えすることはでき

ません。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 町長、何か僕はこういう話聞いたんですけど、何か町長、何かこういう情報をキ

ャッチしておりまして、町長は。何かどっかに視察に行きたいとかいう話をされて

おる、この高圧電気がとまれば給食が全くできなくなるということです。そこあた

りはみんなは知らないわけですから、私も知らないし、そこあたりを言ってくださ

いと言ってるわけですから。 

 何か、今、喜界でもつくっておるし、知名もつくっておるんですけど、そこあた

り、町長、この建替についての考え方を、ちょっとお知らせください。総合会議で

も話しておると思うんですけど。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 今、議論なさっているように、大変、今の現施設が老朽化しているということは

承知しております。そういう中で、今、耐力度調査、長寿命化調査をしております。

その結果を受けて、当然、その調査をしないと、僕は国の補助事業というのはなか
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なか受けられないと思っておりますので、やっぱりそれを、しっかりと踏まえて、

その調査の中で、今の施設を続けていいですよという結果が出るのか、いや、もう

相当古いですよという結果が出るか、私は、もうタイムリミットですよという結果

が出てくるんじゃないかなというふうに、私は想定しております。 

 そういう中で、やっぱり私たちの子供の、やっぱり命を守る給食でありますので、

そこについてはしっかり対応していかないといけない。そのためには、新設、新築、

新設ですか、そういったことについても、その結果を踏まえて、私たちは考えてい

きたいというふうに思っております。 

 調査、何か視察というお話がありましたけど、知名町のほうは、昨年、新しい施

設をつくったということであります。いろんなその場合、子供たちだけの給食の供

給ということだけじゃなくて、いろんな地震、津波とか、いろんな場合、起きた場

合の、そこのいわゆる炊き出しセンターとしての役割を持っているというお話も伺

っていますので、ぜひ、そこを一回、私は自分の目で見てみたいと思っているんで

すが、ちょっとそこに行く時間がとれなくて、今、そこまで行っていないところで

すけれども、近々に時間をとれたら、アイランドホッピングルートがありますので、

日帰りで行けますので、行って、私は見てきたいと、そのように考えております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 町長から、今、すばらしい話が出ましたが、ぜひ、これ建替の時期に、古くなっ

て建替の時期になっていますので、ぜひそういうふうな体制で視察したり様子を見

ることも大事だと思いますので、ぜひこの子供たちのために、将来を担う天城の子

供たちのためですので、ぜひ、ここを見て、建替るような体制にもっていけるよう

にしてもらいたいと思います。要請しておきますが、町長、もう一回、ちょっとお

願いします。 

○町長（森田 弘光君）   

 今、大澤議員がおっしゃるような形で、一緒になって建替という方向で考えてい

きたいと思っております。 

○議長（武田 正光議員）   

 以上で、大澤皓一郎君の一般質問を終わります。 

 しばらく休憩します。３時２５分に再開します。 

休憩 午後 ３時１５分 

─────────── 

再開 午後 ３時２５分 

○議長（武田 正光議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 
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 次に、議席番号１番、平岡寛次君の一般質問を許します。 

○１番（平岡 寛次議員）   

 町民の皆様、こんにちは。議席番号１番、平岡寛次でございます。町民の皆様に

おかれましては、１年で最も忙しい繁忙期に当たり、安全第一で健康には十分留意

され、この時期を乗り切っていただきたいと思います。 

 また、国難とも言うべき新型コロナウイルスの拡大が、一日も早く終息へ向かう

ことを願う一人でございます。 

 それでは、先般通告いたしました３項目４点について、一般質問をいたします。 

 １項目め、施政方針について。 

 １点目、平土野港多機能港湾新設について。 

 ２点目、第２次天城町まち・ひと・しごと創生総合戦略について。 

 ２項目め、生活環境行政について。 

 １点目、徳之島愛ランドクリーンセンター新設について。 

 ３項目め、交通行政について。 

 １点目、町内の危険箇所等の点検及び管理状況について。 

 以上、３項目４点について、執行部の明確なご答弁を求め、１回目の質問を終わ

ります。 

○議長（武田 正光議員）   

 ただいまの平岡議員の質問に対し答弁を求めます。 

 森田町長。 

○町長（森田 弘光君）   

 それでは、平岡議員のご質問にお答えいたします。 

 １点目、施政方針について。その１、平土野港多機能港湾新設についてというこ

とでございます。 

 お答えいたします。 

 昨日の奥議員、そして、先ほどの大澤議員の答弁と同様になりますが、平土野港

多機能港湾新設につきましては、この３月中にその基本構想が策定されることにな

っております。 

 去る２月２１日には、国土交通省国道政策局へ要請を行い、さらに地元選出、金

子衆議院議員にも、その支援をお願いしてきたところでございます。 

 この３月中には、期成同盟会を設立し、策定される基本構想を踏まえ、国県への

要請活動など実現に向け、その取り組みを加速させてまいりたいと考えております。 

 施政方針について、その２点目、第２次天城町まち・ひと・しごと創生総合戦略

についてということでございます。 
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 お答えいたします。 

 第２次天城町まち・ひと・しごと創生総合戦略につきましては、今、鋭意策定中

でありまして、この３月中には戦略計画ができるものと考えております。 

 人口減少に歯どめをかけるべく、仕事の創出、移住定住の促進、ふるさと納税の

推進、関係人口の増加などに向けて、ふるさと創生につながる施策に積極的に取り

組んでまいりたいと考えております。 

 ２点目、生活環境行政について。その１、徳之島愛ランドクリーンセンター新設

についてということでございます。 

 お答えいたします。 

 平岡議員もご承知のとおり、徳之島愛ランド広域連合では、徳之島の今後のゴミ

処理行政の方向性を明らかにするため、徳之島愛ランドクリーンセンター施設整備

基本構想策定検討委員会を、平成３０年７月に設立しております。クリーンセン

ターの今後につきましては、この検討委員会で現在も協議を行っているところであ

ります。 

 そのような中、昨年１２月には、本町はその新設建設の受け入れ意思を有する旨

の回答を、この基本構想策定検討委員会に提出、報告したところでございます。 

 本年度中には、この検討委員会において意見が取りまとめられる予定となってお

ります。その推移、結果を見ながら、また議会及び町民の皆様方には、改めて詳し

くご報告させていただきたいと思います。 

 ３点目、交通行政について。その１、危険箇所等の点検及び管理状況についてと

いうことでございます。 

 お答えいたします。 

 危険箇所等の点検及び管理につきましては、見廻りを行い、また危険箇所が確認

された場合は、損害または危険を防止するために必要措置を講じ、交通には支障を

及ぼさないよう努めているところであります。 

 また、交通の円滑を図るために、必要な場所には道路標識、区画線等を設けて対

応しているところでございます。 

 以上、平岡議員のご質問にお答えいたしました。 

○１番（平岡 寛次議員）   

 ただいま、１回目の答弁をいただきまして、これから順次質問をしてまいります

が、町長からの答弁のとおり、昨日の奥議員のご質問、また、先ほどの大澤議員か

らのご質問、質問内容が重複しておりますので、答弁を省けるところは省きながら、

スピード感を持って短目に質問をしてまいりたいと思いますので、ひとつご協力の

ほど、よろしくお願いを申し上げます。 
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 町長は、平成３１年度、昨年度の施政方針の中で、最重要施策の一つとして打ち

出されております。また、具体的な方策も述べられておりますが、期成同盟会の設

置、国県への要望活動を実施とありますが、その実施状況を伺いますとしておるん

ですが、答弁をいただいておりますので、これは省かせていただきたいと思います。 

 本町は、徳之島の空の玄関口、また海の玄関口の大きな生活交通網を併せ持つ有

利性の高い町であります。施政方針にもありますとおり、平土野港は地域経済を支

える流通基地として大きな役割を果たし、また、大型クルーズ船の寄港地など、統

合的な機能を備えた多機能港湾を目指していくとしております。 

 さて、本年度のクルーズ船の寄港予定はないようにお伺いしておりますが、今後、

世界自然遺産登録後を見据えた今後の具体的なクルーズ船の誘致活動の内容をお伺

いしたいと思います。 

○商工水産観光課長（中 秀樹君）   

 お答えいたします。 

 昨日も答弁をさせていただきましたが、令和２年については、今のところ、ク

ルーズ船の寄港の計画はございません。 

 今後もクルーズ船の寄港に伴い、ツアー会社もしくは船会社等と協力しながら、

こちらのほうから要請活動をしていきたいなというふうに考えておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○１番（平岡 寛次議員）   

 ぜひ、ことしの夏以降、世界自然遺産登録も見据えておりますので、引き続きク

ルーズ船の誘致、こういったものを進めていただければなと思っているところでご

ざいます。 

 本年度の施政方針で述べております具体的方策の一つに、平土野港港湾多機能基

本構想をもとに取り組んでいくと。また、平成３１年度３月議会の答弁でも、基本

構想マスタープランを取りまとめるとありますが、町長はどのような観点で取りま

とめるのか、所見をお伺いいたします。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 今、この３月中には、このマスタープラン基本構想が取りまとめられるものと考

えております。 

 平成２９年８月に国土交通省港湾局のほうで、いわゆるこれからの日本の観光振

興の中で、島嶼部を活用した大型クルーズ船の寄港地というものは、国のほうで積

極的にクルーズ船寄港地をつくっていきたいということを発表しております。 

 その中で、奄美大島と徳之島がモデルケースになったわけですけれども、その中
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で平土野港ということが、いわゆる名指しで候補地として上げられたところであり

ます。 

 そういう中で、今、議員のおっしゃるように、その日常的にはこの徳之島経済の

流通基地という役割もあります。また、鹿児島と沖縄を行き来する、そういった重

要基地でもありますが、その一方で、これからの徳之島を活性化するためには、こ

れを、やはり、今、国の基本のとおり、その多機能港湾化するということが、私た

ちは地元では大事だというふうに考え、そして私はこれまでの、私は就任してから

１年とちょっとしかたちませんが、これからの徳之島を考えた場合には、これはぜ

ひとも必要であるという、私は考えております。 

 そして、少し年数も要するかもしれませんが、島民・町民一体となった運動とし

て展開できればと思っております。その基本となるのが、このマスタープラン基本

構想だというふうに考えております。 

 そしてまた、この事業自体は国・県が実施するというふうに私は認識しておりま

すが、そのためには、この多機能港化することによって、徳之島がどのように活性

化するかということは、これは地元、私たちがしっかりと国・県にアピールといい

ますか、プレゼンテーションする必要があるかと思っております。 

 そのためには、この基本構想マスタープランについては、多機能港湾化をしてい

ただきたいということが一つと、またそのことによって、このような活性化の施策、

方策がありますよという、そういったものをまとめたのが、私は基本構想マスター

プランだと思っております。 

 これをもとにして、これから新年度以降、国・県、そしてまた関係する地元選出

の先生等々に、しっかりとお願いをしていきたいと思っております。 

 また一方、その活性化するための施策は、また我々、地元でしないといけない部

分も多いと思っておりますので、ややもすると、このマスタープランというのは絵

に描いた餅になりがちである傾向があるんですが、それをしっかりと国の補助事業

等を活用しながらやっていきたい、そのための一つの基本構想というふうに私は捉

えております。 

○１番（平岡 寛次議員）   

 基本構想マスタープランを、この３月中に取りまとめるということでございます

が、もう時間もないと思いますけれども、ぜひ、あらゆる角度からのマスタープラ

ンを早期に策定されて、マスタープランができた後は、また、この議会のほうにも

その案をご提示をしていただければなと思っております。 

 さて、少し話はリンクする形でございますが、去る１月２９日、鹿児島県庁にお

いて、台風発生時等における離島の物流に関する対策会議が開催されておりますが、
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その内容説明を簡単にお願いいたします。 

○企画課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 去る１月２９日のこの台風発生時等における離島の物流における対策会議につい

ては、本来、町長が出席する予定でありましたが、私のほうが代理で出席してまい

りました。 

 その際、中身といたしましては、昨年の８月の台風８号・９号、１０号に伴うフ

ェリーの欠航、これに対して南西諸島、離島がどのような状態になったかというこ

とを状況を把握したいということと、今後の対策についての検討会でございました。 

 その中で、各それぞれの島々のほうから、当初は代表ということでしたが、結果

的には多くの首長の方々が発言されております。 

 特に、奄美におきましては、船のほうがかなり１０日にわたって欠航したとか、

それに伴って生活物資が不足したとか、あとは畜産用の飼料が不足、また停電が発

生して、その停電復旧にも時間を要したとか、いろいろな意見が出ました。 

 また、その会議の中には、陸上自衛隊・海上自衛隊とか、あと海上保安庁の方も

出席されていまして、そういった欠航の際の応急な災害支援と、そういったものに

ついても意見が述べられたところでございます。 

○町長（森田 弘光君）   

 一言つけ加えさせていただきたいと思います。 

 今、企画課長から町長ということでありましたけれども、実はその同日、ＪＡＣ

の取締役会が午前中ずっとありまして、また、その時間帯が何時に終わるかわから

ないということが一点ありました。 

 その中で、また、主にこの会自体は、昨年の、今、企画課長がお話のように、約

２週間にわたって欠航して、いろんな生活物資、それから畜産を含めていろんなこ

とがあったということであります。 

 その昨年の直接の担当をしている農政課長であり、また、今、きょう現在、離島

航空路対策の企画課長でありますので、企画課長、あなた行ってきていただけない

でしょうかということで、私はＪＡＣの取締役会へ出ますということでさせていた

だきました。 

 今回、多くの首町さん方もそこには出席していたということでしたけれども、企

画課長にお願いしたということであります。 

○１番（平岡 寛次議員）   

 私も町長の動静は、逐一まで把握はしておりませんが、確かにそういう動静にな

っております。町長はほかの会があったものですから、この対策会議には代理が出



－143－   

席されているということは、十分認識をしております。 

 台風、先ほど説明がありましたとおり、台風災害時の離島航路の現状やあらゆる

情報交換、現状を共有する目的だったと推測いたします。また、この対策会議には、

先ほど説明がありましたとおり、海上保安部、陸上・海上自衛隊の方々も出席され

ているということであります。 

 さて、この会議中、鹿児島県知事の発言の中に、大型冷蔵コンテナ、非常用発電

機、輸送手段の確保、港湾整備の必要性を認識したと言われております。 

 知事が言われたこの港湾整備、港湾整備の知事が言われた規模の大小はあろうか

と思います。また、緊急性もいろいろあろうかと思いますが、本町が進めるこの多

機能港湾、いわゆる港湾整備を含めなければならないわけなんですけれども、この

多機能港湾を進める上で、絶好のチャンスではないだろうかなと、そう私は感じて

おりますが、町長、ご所見をお願いいたします。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 先ほど流通基地であるということをお話ししましたが、いろんな本当に徳之島の

経済を支えているのが平土野港だということを言っても過言ではないかと思ってお

ります。 

 九電の重油を初め、いろんな、それから建築資材等々も平土野港を中心にして荷

揚げをされているということであります。 

 そういう中で、この平土野港が多機能港化することによって、そのような複合的

な施設等もそこに併設することができれば、よりすばらしいことだと思っておりま

すので、これからのいろんな考え方の中では、そういったことも要望というか、計

画の中に入れていきたい、そしてまた、そのことについて実現するよう、また国・

県にお願いしていきたいというふうに考えております。 

○１番（平岡 寛次議員）   

 この基本構想、マスタープラン、いわゆる観光、物流、防災、周辺整備などを考

える上で、町長が重要課題と位置づける自衛隊誘致も重要と思います。 

 海上自衛隊の寄港や海上保安部の巡視船の寄港地も考えられます。例えば、悪天

候による緊急時の避難ポート、各種訓練時に利用する訓練ポート、食料、飲料、油

補給のための補給ポートなどが考えられます。 

 この点においては、現在、瀬戸内町が一歩も二歩もリードしておりますが、あく

までも平土野港の多機能港湾ということで、サブ的、補助的役割の港湾構想という

発想もあるのではないかなと思います。 

 多機能港湾構想、いわゆる国土交通省、また自衛隊誘致においては防衛省、省を
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横断する形でいろいろ要請を立てていけば、予算措置のほうも計画のほうも、ある

程度はスムーズにいくのではないんだろうかな、そうも考えられます。 

 もう一点は、現在、就航している鹿児島発奄美諸島、沖縄を結ぶ定期船の補助港

としての位置づけであります。 

 大型定期船はリプレースするごとに大型化してきております。亀徳新港が天候不

良の場合は、平土野港に寄港いたします。現状、平土野港の岸壁は、東西に伸びる

１バースだけです。南風や北風が少し吹くと、弱い港であります。 

 あと、もう一つ、あと１バース、南北に位置する岸壁があれば、定期船及び大型

船も安心して着岸でき、利用率、接岸率も上がると思います。 

 町長の昨年の基本方針においては、再重要政策、まさにこの平土野港多機能港湾

という課題は、１丁目１番地に位置づけされております。今年度の施政方針での位

置づけは、やや後退しているように感じられますが、町長、いかがでしょうか。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 いろんな施政方針とか、いろんなマニフェスト、そういったものの中で難しいの

は後ろのほうにちょっと下げるというのがあると思うんですけど、私はあえて、

１丁目１番地、一番難しいというところを上のほうに上げて、今、施策として進め

ているところであります。 

 やはり、これは自分に対してもプレッシャーをかけるという意味でも、そのよう

な姿勢は維持していきたいと思っております。 

 そういう中で、２回目の施政方針の中で掲げておりますが、決して、その後退し

たということではなくて、やはりこれを、私は徳之島全体の一つの島民の、そして

天城町民の一つの夢として、僕はずっとこれを掲げて、それに向けて頑張っていき

たいというふうに思っております。 

 また、これからいろんな方面で要望していくわけでありますけれども、国土防衛

の要点ということもしっかり視野に入れていかないと、なかなか国のほうを説得す

るのも難しいかなというふうに思っていますので、当然、その国土防衛ということ

も視野に入れながら、みんなで頑張っていければというふうに思っております。 

○１番（平岡 寛次議員）   

 この平土野港多機能港湾構想は、町長の公約であり、マニフェストの一つでもあ

ります。ぜひ今後とも、具体的な道筋を立てるべきだと考えております。 

 以上、要請をして、この質問は終わります。 

 次に、第２次まち・ひと・しごと創生総合戦略についてでございますが、お伺い

をしてまいります。 
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 国が定める地方創生法において、各市町村はまち・ひと・しごと創生に関する目

標、また市町村が講ずべき施策と基本的な方向性を定めるとなっているようです。 

 平成２７年度から令和元年までの５年間、本町が抱えるさまざまな課題の解決に

向けて、第１次天城町まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定し、取り組まれてき

ておりますが、その第１次の検証の結果、いわゆるアウトカム、成果とか重要業績

評価指数ＫＰＩ、こういったものの達成状況はいかがになっているのかお伺いいた

します。 

○企画課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 今回の２次の天城町まち・ひと・しごと創生総合戦略をつくるに当たりまして、

その１次の戦略の検証も行っております。数多くの取り組み、施策がございますが、

その中で各課それぞれにＫＰＩを設置したものに対しての達成割合はどうかとか、

回答をいただいたところでした。 

 ざっと見る限り、一応マルとバツ、あと不明で表記をしているんですが、達成率

としましては５割程度かと思っております。 

○１番（平岡 寛次議員）   

 この第１次の総合戦略の検証を経て、新たに第２次天城町まち・ひと・しごと創

生総合戦略が策定されるわけですが、中でも人口ビジョン、また本町の人口動向分

析、人口減少対策は重要な課題と私は認識をしております。 

 ２０４５年に本町の人口推移、国立社会保障人口問題研究所の調査によりますと、

４千人という数字が出ております。あと、２５年後ですか、あと２５年後には、本

町の人口は４千人と、非常に危惧する数字であります。 

 第１次の戦略において、この人口の変化が地域に与える、地域の将来に与える影

響と分析というのを見てみますと、まず１点目が地域経済への影響です。まとめて

みますと労働力不足や後継者不足が深刻化し、それに伴う生産量が低下することが

見込まれると。 

 ２点目に、地域医療・福祉・介護への影響であります。一層の人材の不足に伴い、

適切な医療や介護、福祉サービスを受けられなくなる人がふえてくると。 

 ３点目に、教育・子育てへの影響です。幼稚園や保育園、学校など、そのものの

存続が困難となり、統廃合せざるを得ない状況は避けられない。 

 ４つ目に、地域公共交通や住まいへの影響であります。その中身は、公共交通機

関の利便性の低下により、交通弱者が増加するおそれがあると。 

 ５点目に地域コミュニティーへの影響。地域行事や伝統芸能、お祭りなどが衰退

するおそれがあると。 
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 ６つ目に、町行財政への影響であります。税収の落ち込みが予想される中、高齢

化に伴う社会保障関係経費の増加、将来にわたって公共施設やインフラの老朽化に

対した維持管理の増大が見込まれ、財政の硬直化が進行するおそれがあると。 

 このように、平成２７年度の第１次では、将来の構想で、将来の展望でこういう

ことが言われているわけです。 

 人口減少は、あらゆる分野へ大きな影響を及ぼすことになっております。この人

口対策及び戦略について、先ほど説明しました第１次の総合戦略においては、目指

すべき将来の方向、その中には４つの基本視点があります。 

 その一つに、移住定住に関する希望を実現すると書いてあります。４つの基本的

指摘、その中の一つに移住定住に関する希望を実現すると書いてございます。 

 今回、天城町は第２次を策定するに当たりまして、昨年の９月に企画課がアン

ケート調査を行っております。その中に、町民の自由意見がまとめられております。

その中身を一部ご紹介させていただきます。 

 いろんな項目の自由意見、町民からいただいた自由意見があるわけですが、その

中でも住宅環境、住環境について、町民の皆様の自由意見を少しご紹介させていた

だきたいと思います。「天城町の人口を一人でも多く定住者をふやす取り組みをお

願いします。」「核家族化が進み、住宅不足が課題だと思う。」「家族で天城町に

住みたいと思っても、住宅がなかったり家賃が高かったりします。」それから、

「公営住宅の老朽化が著しく進んでいるが、建替が思うように進んでいない。財源

がないからだろうか。町民は税金を払っています。早急な建替を希望します。」そ

れから、「住宅環境がいいところがなければ、他町へ移らざるを得ない。」それか

ら、「住むところ、仕事など……」これじゃなくて、次に行きます。「現在の町営

住宅は古い建物が多く、天城町に移住する方、都会出身の方には住みづらいと考え

る。」「トイレが水洗式でない、風呂が古く使いづらい。」「大規模な集合住宅を

つくってほしい。」「結婚しても住む家がない状況である。」「町民の減少抑制と

して、移住の受け入れを行う。あらゆる市町村では住みよい条件を用意して移住者

を求めている。」 

 町長、いろんな町民のご意見が出ております。そこら辺を踏まえて、第２次、こ

とし、今回の第２次の策定に入っていくわけなんですが、そういう中で今現在、町

営住宅への希望者数、待機数、またそのうち移住定住者の希望者、待機者はどれぐ

らいなんでしょうか。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 

 まず、住宅入居希望世帯、全体で４１世帯、これが２月２５日現在の数字であり
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ます。町内が３０世帯、町外から１１世帯。町内の子育て世帯として１１世帯、高

齢者世帯が１５世帯、その他が４世帯、内訳です。町外は子育て世帯が６世帯、高

齢者世帯４世帯、その他１世帯、これが町外からの内訳であります。 

○１番（平岡 寛次議員）   

 令和元年の６月議会において、町長は定住人口を確保していく上で、住宅建設は

加速度的に財務と調整をしながら進めると答弁されております。今後の建設計画は

どのような形になっていくのか。加速度的に前倒しで進める考えはないんでしょう

か。 

 また、民間資金等活用事業、いわゆるＰＦＩ制度事業、こういったものの事業の

導入は考えられないでしょうか。ご所見をお伺いします。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 やはり、その最優先として財政投資をするのは、住宅、そういったまた若い人た

ちがいかにして地元で定住するかということが、私たち本町の大きな課題かと思っ

ております。 

 そのためには、いわゆる補助事業を含め、そしてまた町単事業、そしてまた空き

家再生、そしてまたいろんな、今、午前中からお話があります住宅改修とか、そう

いったものを積極的に進めて、いわゆる定住人口の確保には努めていきたいという

ふうに考えております。 

 また、補助事業についても、私の中では、もっと建設戸数ともふやしていければ

というふうに考えております。 

 あと、またひとつマンパワーの問題もあるかなと思いながらですけれども、私の

中ではそのような考え方で行政を進めていきたいというふうに、常に考えていると

ころであります。 

○１番（平岡 寛次議員）   

 本町が置かれているいろんな課題の中で、１点だけ上げれば、この人口減少、今、

住宅をお待ちになっている方々もおられるわけですから、ぜひ町長、前向きに、前

倒しでいろんな問題もあろうかと思いますが、それを克服、回復しながら事業の展

開を進めていただければと、住宅建設を進めていただければと思うところでありま

す。 

 先ほど、町民のアンケートの自由意見にもありましたが、本町の町営住宅の水洗

トイレの整備のお考えはございませんでしょうか。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 
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 現在の住宅の水洗化ということであれば、私たちの住宅は、新築、建替、改善と

３本立てで実施するように計画をしております。その中で現在建っている住宅の改

装という形であれば個別改善ということになりますが、それに該当するのが塩満団

地といわれる浅間にあるコンクリート建ての住宅ですが、５６年以前の旧耐震でつ

くられた住宅は該当しないということで、その中で該当するのが塩満団地というこ

とで、３３年度から８戸ずつの計画で実施する計画にはなっておりますが、いかん

せん、現在住んでいる方々のご了解を得たり、そこら辺の準備をしながら進めない

とならないとは思っております。確かにそういう改善の方法も検討はしております。 

○１番（平岡 寛次議員）   

 今ご説明がございました。いろんな規制があったり、計画はあるということなん

ですが、お隣の町徳之島町の昨年の１２月議会での執行部のご答弁ですが、徳之島

町においては、町営住宅の水洗化は令和５年度で全て完了するとそのような答弁を

いただいているわけですね。しかしながら、本町はこの老朽化が激しくて、いろん

な条件があって、なかなか進めていけない。計画はあるんだけど、進められない。

そこに住むよりは徳之島町、伊仙町に行ったほうがいいというふうに、来てほしい

んだけど、人口減少を阻止したいんだけども、定住していただきたいんだけども、

そういう住環境にあられるというのが実情であって、また町民の生の声でもあるわ

けでございます。今後、この老朽化した住宅、いわゆる戸ノ木団地だとか、兼久振

興団地、また浅間、天城、平土野、瀬滝、老朽化した住宅の建替計画などが将来的

に山積をする。また、学校教育施設の体育館、また及び保育所の建替など、これか

ら先、５年、１０年考えたときに相当な、多額の巨額の費用がかかる。今から計画

を打っていかなければ、もう相当なスパンでやっていかなければいけない。片方で

は人口はどんどん減少していく、そういうふうな状況になるわけなんですが、そこ

はいろいろとこう知恵を出していかなければいけない。いずれにせよ、相当な予算

措置が必要になるわけでございます。そのような中で、町長が就任以来、建設推進

をしております全天候型多目的施設という構想がございます。この構想が、つい最

近また審議会が行われているようでございますが、町長がお考えのこの全天候型多

目的施設、この総事業費はどれぐらいかかるのでしょうか。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 これまで４回、全天候型多目的施設の検討委員会を開いてきました。そして４回

で一応結論を見たところでございます。そしてその建設地の第１候補地ということ

がその中でまとまったのが、陸上競技場の東側の地域を第１候補地にするというこ

とで先般まとまらせていただきました。それに向けても町の単独事業とかではとて
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もじゃないけどできることでもないと私は思っておりますので、奄振事業、そして

また道の駅とか、いろんな補助事業を活用してそれを実現したいというふうに思っ

ております。先ほどお話ししました平土野港の港湾施設の要望活動にあわせて、そ

れについても一緒にその要望活動をしてきたところであります。国交省、そしてま

た地元選出の国会議員の先生のところまで、いわゆる全天候型多目的施設について

もお願いをしてきました。今全く概算でありますけども、３千人規模を収容できる

そういった施設、多目的施設、そして駐車場、そして用地の関係等で入れますと、

約７億ぐらいというのが、全くのこのラフな概算ですけども、かかるんではないか

というふうに思っております。それをまた実際、詳細な設計に入ってくるとまた変

動はあるかと思っておりますけど、今、私たちの持っている数字で７億という数字

を持っております。 

○１番（平岡 寛次議員）   

 今町長が言われたその審議会の資料、こちらの手元にあります。町長、７億とい

う概算、しかしながら、この浅間地区を今決定されたということなんですが、７億

３千万、総事業費がですね。私は先ほどから、住宅建設、多額の費用がかかる、

近々に整備をしなければならない、近々に手当てをしなければならないいろんな事

業がある中で、今ここで７億３千万投入していくのはどうなのだろうか、いかがな

ものだろうかと、私は思うわけです。この多目的闘牛ドーム建設は、多目的施設と

ありますが、ほかの目的といいましょうか、それはどういったものがあるんでしょ

うか。 

○商工水産観光課長（中 秀樹君）   

 お答えいたします。 

 先ほど町長のほうからもございました全天候型多目的施設につきましては、先ほ

ど第１候補地として浅間地区が挙げられております。陸上競技場の東側の跡地を、

今の土地を利用するということになるんですが、あそこはスポーツ合宿等の誘致等

でも施設がございますので、そういった多目的の施設を利用しながら、スポーツ合

宿誘致等にもつなげていったり、この島トライアスロン大会の雨天時の際の歓迎レ

セプション、どんちゃんパーティー等の施設等にも多目的というところで使用して

いきたいというふうに考えております。 

○１番（平岡 寛次議員）   

 今のご説明を聞きますと、この多目的施設は、ほぼほぼ闘牛大会にしか使われな

い、非常に頻度の少ない施設になるわけです。そういうところから考えますと、維

持管理が大変こう厳しいと思われます。今そのスポーツイベント、レセプション会

場、今、現行ではほかでやっているじゃないですか。ですので、多目的施設と言わ
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れても、そこまで頻度がない、ただただ闘牛ドームにしかないわけです。その闘牛

ドームも今徳之島に幾つもあります。興行主なんでしょうか、闘牛協会が決めるん

でしょうか、伊仙町と決めたら、どうされますか、新しいのつくられて、開催がで

すね。また、本町が計画して建てた、建設に走った、徳之島町が今度また１０億ぐ

らいでドーム闘牛場をつくられるとなると、つくられた多目的ドームはどうやって

維持していくんでしょうか。そういったところも考えられます。そこでまた、そこ

でですが、多目的の中に世界自然遺産登録後の、仮にですよ、登録後のビジターセ

ンターの併設とか、また農林水産物の直売所を併設をするとか、そういった複合的

な施設への計画、そういったものは検討されたことはございませんか。 

○企画課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 ただいまの平岡議員の提案というか、それについては、重々その辺も構想として

はございます。ここ近年、世界自然遺産登録が７月の４・５・６の間で審議がなさ

れるということでございます。こういった中で、ここ最近はあんまりこうビジター

センターの話が話題になりませんが、ビジターセンターについても本町にできれば

つくっていただきたいという思いをまだ持っていますし、また、私が農政課時代も

ビジターセンターと直売所、こういったものが隣接できればお互いにとって相乗効

果があっていいという話もございました。先ほど町長の答弁の中に農林水産事業、

こういったものも活用してというのがございましたので、そのような併設するよう

な形の構想も全天候型の施設の建設については考えているところではございます。 

○１番（平岡 寛次議員）   

 ぜひ、複合的な併設を考えながらいかに利用頻度をふやしていける施設にするの

か、そういったところを検討していただきたいし、先ほど述べたとおり、概算で今

の計画の中で７億３千万、いざ実施設計に入っていかれて計画が走ると、これが

８億ぐらいまで膨らむではないかなと。今、８億の事業計画を投入する、それ以外

にやるべきこと、町民の声が町民がこう不満に思っているところを解消できる事業

を近々に緊急にあろうかと私は思います。ぜひそのあたり、議会が納得する、町民

が納得する方向で計画を進められていただければと考えております。 

 さて、令和元年の１０月から奄美群島７市町村を含め、県内２８市町村で首都圏

からの移住者を受け入れる移住・就業支援事業が始まっておりますが、本町でもこ

の事業を実施する予定はおありでしょうか。お伺いします。 

○企画課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 その事業については、県が行っている事業かと認識しております。令和元年度及
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びまた令和２年度についても予算計上はなされております。 

○１番（平岡 寛次議員）   

 わかりました。この事業は首都圏に住まれて移住を希望する方々、今度はこの地

方の業者・法人とのそのマッチングを進めていくという職種の就業の支援事業であ

ると私も考えておりますが、ぜひこれも鋭意に進めていただきたいと考えておりま

す。 

 今年度末までに策定される中長期ビジョンをまとめた第６次天城町総合振興計画

と少子高齢化や人口減少に伴う課題を解決するための具体的な施策等をまとめた第

２次天城町まち・ひと・しごと創生総合戦略においては、多くの町民の意見を取り

入れ、町民の不安、不満を払拭するよう取り組んでいただきたいと、このあたりを

要請をしておきます。 

 次に、徳之島愛ランドクリーンセンター新設についてでございます。 

 町長は、平成３１年３月２０日付の検討委員会の中間報告により、天城町の受け

入れ意思の回答を求められて以降、町長はいろいろな動き、また会合を進められて

おります。まず、昨年の６月１３日、天城町議会に全員協議会でご説明をされてお

ります。そしてその後、区長会、そして全集落でのむ～るし語ろう会、瀬滝集落に

おきましては７月２６日にご説明をされております。そして、８月９日、地域女性

団体への説明、さらには、我々、天城町議会においては、１１月８日付で全議員に

よる意思確認書に捺印をして、確認書を作成をしているというところでございます。

そして、１２月に町長は受け入れを正式に広域連合への表明をされております。こ

の間、町長も汗をかき、町民の合意形成に奔走されました。中でも町民の代表であ

る天城町議会全議員による意思確認書は重たいものがあると考えますが、町長の所

見を伺います。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 議会の皆様方がやっぱり一致していろんな課題解決に向けて進んでいこうという

ところで確認していただいたということについては、本当に心から頭の下がる思い

でありがたく思っているところでもあります。そういう中で区長の皆さん方、また

集落の皆さん方からいろんなご意見を賜りました。それに向けてその気持ちをしっ

かり踏まえながら、これからも私は対応していきたいとそのように考えております。 

○１番（平岡 寛次議員）   

 この徳之島愛ランドクリーンセンター新設に向けての直近の流れをご説明いたし

ますと、徳之島愛ランド広域連合議会の１２月定例会において、３町申し合わせ事

項を尊重し、新施設建設の受け入れを正式に天城町長は表明をされました。そのと
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きの伊仙町側は、長寿命化を希望しておりますと、この定例会においてですね。令

和２年、ことしの１月の２０日、第５回策定検討委員会が開かれ、天城町の新設建

設受け入れ回答の確認に対し、伊仙町側は、既存施設設置集落への新設へと修正を

してきております。これが今直近の現状という形で私は把握をしておりますが、私

がもう不思議に思うのは、なぜ、この伊仙町側なんですけども、長寿命化を希望し

たり、新設へ修正をしてくるのか。このような流れになるというのは、町長は当初

から予測されていたのでしょうか。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 皆さん方も一緒ですけど、一昨年の１２月の私たち選挙で選ばれた人間でありま

す。そして年が明けまして、３月２０日にその基本構想策定検討委員会というとこ

ろから天城町長、どうなんだという意思確認、そして３月２０日付なんですけど、

６月まで返事をしろということで来たところでありました。１２月の暮れに就任い

たしまして、年明けて３月、それまで私は、このクリーンセンターに関しての会と

いうものについては、いわゆるこう会合に出ていないんですよね。そして３月

２０日に、私から見れば唐突だったんですけども、だけど６月までには返事をしろ、

今の現施設がつくったときの申し合わせ事項で次は天城町だという申し合わせ事項

があるということで、それに対して天城町はどうなんだという話、そしてある意味、

つくらないといけないみたいな私に対する威圧が私の中ではあったところでありま

す。そうしまして私はそのときに全く白紙でありましたので、天城町で当時、介護

保険組合の議会がありまして、ちょっと時間が早く終わりました。町長室に３町長、

ちょっとお願いできませんかということでお話をさせていただきました。実は、検

討委員会から３月２０日付で６月まで返事をしろという話なんですけどという話。

私は副町長の時代に、いわゆる今の施設を改修して使えるだけ使うんだという方向

があるのかというふうに私は思っていましたけど、いやそうじゃないんだという、

地元ではもう移転してほしいんだという意見があるという話でありましたけれども、

その３町長集まったときに私のほうにそういう話がありましたけど、大久保町長、

高岡町長、これはどうなんですかという話をしたら、伊仙町長のほうが一回地元の

ほうに帰って私のほうが話をしてみるというお話がこの３月２６日にあったかとい

うふうに思っております。だけどまた、ああ、そうですかという話で、私はもうそ

こで話がいろんな形で進むのかと思ったら、また５月に再度、その基本構想策定検

討委員会から、６月に返事ができなければ７月までに返事をしてくれということで

した。ですから、いよいよもう天城町については私はどこかで意思を確認しないと

いけない、私自身一人で軽々に、わかりました、だめですということを言うわけに
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はいかないと思いまして、私は、今平岡議員のおっしゃったような形で、いろんな

組織、また議会ともお話をしてきたところでありました。そういう中で私たちとす

れば天城町の意思を確認したいということでしたので、確認するための私は作業を

してきましたら、いろんなまたお隣の町のことですから、あんまり私よくわからな

いところもあるんですけど、いやいや、また自分たちで現地につくりたいとかいろ

んな話があったということでありまして、そして最終的に１月２０日、ことしの、

伊仙町さんのほうからまた広域連合のほうに自分たちも手を挙げたいという話があ

ったもんですから、ちょっと私とすれば、違うんじゃないのって、今まだ内心思っ

ているんですけども、検討委員会が最終的にどのような結論を出すかということに

ついては、検討委員会から私はボールを投げられましたので、それを今しっかりと

ボールを返したところにあるというふうに思っております。それを今検討委員会が

どのような形で処置するのかということについては、近々開かれる中で検討委員会

の考え方というのが出てくるかなというふうに私は今考えておるところであります。 

○１番（平岡 寛次議員）   

 町長は、昨年の９月議会の答弁でございますが、これは上岡議員の質問に対する

町長答弁です。後戻りをするとか、いろんなそういうことがないように、私はしっ

かりと手順を踏んで、後戻りすることがないような意思決定をしていきたいという

思いであります。またここで余りはっきり物を言うのもあれですので、皆さん方の

ご協力をお願いしたいと、町長述べられております。そういう中で町長は、先ほど

言いました強い意志で正式に受け入れを表明をしたというところであります。私が、

途中、この流れの中で気になるのが、この３町の合意、３町の申し合わせ事項、持

ち回り方式、こういう文言が入った、この言葉を担保するそういう文書は制定され

ていないと思うんです。この施設ができた当時、申し合わせ事項で持ち回りですよ

と、次は天城町ですよと、そういう文書化されたものは、町長、なかったですよね。

いかがでしたか。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 いわゆるその３町の署名したそういった文書は存在していないと、私は確認して

おりません。ただ私は、今の現施設がつくるときの、隣町の議事録をまたあんまり

見るわけにはいかないなと思って、天城町の議事録を所管課長に調べていただきた

いということで、調べさせました。その中で今の現施設をつくるときに天城町では

いろんな議論が議会でなされているものだろうなと私は思っておりまして、確認し

ましたら、その中で天城町議会の議事録の中ではそういった言葉やニュアンスが出

てくるというのは確認いたしました。いわゆる確約書ということで、３町長が連名
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で書いた文書というのは、私はないと思っております。確認されておりません。 

○１番（平岡 寛次議員）   

 町長、そこでそういう文書がないわけですよ。今後、そういう文書を策定してい

く、制定するというそういうお考えはございませんか。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 やはり私たち、今現在いる、担当する人間が未来永劫いるわけじゃないですので、

やはりきちんといろんな場面、いろんなその区切り、区切り目ではそういう文書は

つくっておくというのは、私は大事なことだと思っております。私のいわばやり方

というのは、そのようなやり方を進めたいというふうに私は考えております。 

 あと、今議員のおっしゃっている、次のことをどう考えるかという話、なのかと

いうの、ちょっとよくわからなかったんですけど、次、じゃあまたあと２０年後は

また次の施設ができるんじゃないかという話の中で、じゃあどうするんだというこ

とについては、なのでしょうかという、どうなんです。 

○１番（平岡 寛次議員）   

 町長、それもあります。次もありますが、今、伊仙町がいろんなこう動きをして

いる。それがどうも、私にもなかなか意味がわからないところなんですよ。ですの

で、もう天城町であるという、３町の町長が天城町であるという文書も必要ではな

いだろうかというところです。いかがでしょうか。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 １月２０日付で伊仙町が広域の基本構想検討委員会のほうに伊仙町も手を挙げた

いという意思表示をしてきたところがあるものですから、そこら辺はまた、さあ、

じゃあもとに戻って、天城町でまとめますかという話というのは、今、私のほうか

ら提案できるかというのは、ちょっと難しいかなとは思いますよ。 

○１番（平岡 寛次議員）   

 私もいろいろと新聞を見ながらこう調べてきておりますので、若干こう筋が外れ

たり、レールが外れたりするかと思いますが、今町長が言われました１月２０日策

定検討委員会が開催された冒頭に、伊仙町長から伊仙町としての方針が委員長へ提

出されております。その中で平成３１年３月２６日、まさに先ほど町長がご説明の

３月２６日付の３町長の合意書が前提となるとありますが、この合意書の解釈を町

長、ご説明していただけますか。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 
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 ３月２６日というのは、その３月２０日の中間報告をいただきました。私から見

れば初めてのこの広域愛ランドの問題に直面したということでした。その中で両町

長に今の状況はどうですかというお話を確認したところであります。そうしますと、

大久保町長、伊仙町長のほうから自分が伊仙町のほうへ帰って話をしてみるという

ところだったわけですね。まさしくそこが今の確認だったと私は思っております。

ただ、その後、いろんな話し合いが進まなかったんでしょうか、また広域愛ランド

基本構想策定検討委員会から５月の第３回検討委員会で、７月末までに天城町返事

をくださいということでありました。そのために私は、その中でこれまで作業を進

めてきたというところでありましたので、私の中ではいよいよ伊仙町難しかったん

だろうなという判断は私の中ではありました。そして、やっぱりしっかりとこの基

本構想策定検討委員会から委員長名で公印を押した文書を私いただいていますので、

それに対してはしっかり答えていかないといけない義務があると思いまして、今冒

頭、議員からおっしゃったようないろんな団体と話し合いをしてきたというところ

であります。 

○１番（平岡 寛次議員）   

 町長、今後も、当初の町民への説明どおり手順を踏んで、他町の動きに惑わされ

ず、力強く進めていっていただきたいと、この案件についてですね。３月８日、今

週末に最終の検討会というふうに私は聞いているんですが、最終の策定検討委員会

がありますが、これに町長は臨まれるわけです。町長の力強いこの受け入れの、新

設受け入れの力強い決意をお伺いいたします。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 いわゆる検討委員会というものは、３町長は諮問した側でありますので、検討委

員会のメンバーには入っていないというふうに私は認識をしております。その中で

どのような報告が出るかということが、私の中ではまだわからないんですけども、

その中で発言を求められたときには、私はこのようなことでやってきたということ

は広域愛ランド議会の中でも私は１２月定例会の中でもお話をしてきましたし、今

後もこのような形でやっていきたいと思っております。やはり私は、議員の皆さん

方の全員の署名、そしてまたむ～るし語ろう会、また区長会、そういった方々の意

見を伺って私は臨んできたわけでありますので、いろんな形があるでしょうけども、

また、もしそれが難しいということになれば、私はまた手順を踏んで、みんなに手

順を踏んでまた説明をしていかないといけない責任があると私は考えております。 

○１番（平岡 寛次議員）   

 ぜひ町長、当初のご説明どおり、天城町は新設を受け入れるということでござい



－156－   

ますので、我々、天城町議会もそのように解釈をしております。そのお考えの中で

進めていただきたいと思っております。 

 次に、危険個所等の点検及び管理状況についてでございます。 

 本町における交通事故件数直近、これをお伺いいたします。 

○総務課長（祷 清次郎君）   

 お答えいたします。 

 平成３１年、令和元年ですが、１月から１２月末までの数字であります。物損事

故が４０件、前年対比としてマイナス１４件、人身事故が７件、前年対比としてプ

ラス１件となっております。 

○１番（平岡 寛次議員）   

 私も、資料請求をいたしまして、本町の物損、人身、または３町合計の数字もい

ただいております。その中で人身事故箇所の確認、検証は行っておられるのか。ま

た、検証後の改善対策などは実施されているのでしょうか。お伺いいたします。 

○総務課長（祷 清次郎君）   

 人身事故と重大事故が発生した後には、警察、公安委員会と連携をとって、現場

道路診断がなされます。 

○１番（平岡 寛次議員）   

 検証はされて、その改善措置はされているということでよろしいわけですね。 

 町内の事故多発危険箇所が幾つかあるかと思います。特に昨年事故が発生してい

る場所、具体的に申し上げますと、空港入り口の大きな交差点であります。浅間、

空港線からＢＧと平土野をつなぐ横線、非常に幅員の大きな見通しのいいところで

ございますが、優先道路は空港に向かう道だろうと思います。しかしながら、ＢＧ

から平土野港に向かうその道路はもう非常に大きな道路、そこで一旦停止、とまれ

の標示、とまれの標示がちょうど真上ぐらいになるんでしょうかね。そういったと

ころで、昨年、平土野に向かっていくバイク、そして空港から集落に入っていく車

両が追突をしていると。この事故は、課長はご存じですか。 

○総務課長（祷 清次郎君）   

 聞きました。また、その当該箇所でありますが、議員がおっしゃいますように、

県道より総合運動公園側の空港岡前線、町道に当たりますが、そちらのほうが幅員

が全体的に広いということで、一般の利用者、通行者も混同、間違えやすいような

気がいたします。私自身も何回か、そこで立ち往生、どちらが優先なのかわからな

いような状態でお互い譲り合って行き交うところを目にしたこともございます。 

○１番（平岡 寛次議員）   

 課長、そういうところで、私のご提案でございますが、あそこは点滅信号、この
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町道を通る方々への点滅信号など、そういう改善措置が今後必要だろうと思います。

今のまま置いておくと今後も大きな事故になりかねないと考えます。そのあたり、

点滅信号が必要と思われますが、どうでしょうか。 

○総務課長（祷 清次郎君）   

 先ほども申し上げたとおり、やはり間違えやすい交差点であると感じております。

そういった安全対策について、今後、また検討させていただきたいと思っておりま

す。 

○１番（平岡 寛次議員）   

 町内ではこのほかにも、例えば具体的場所は、花徳方面から天城集落に入ってき

た突き当たりのＴ字路、すぐそこの県道ですね。もうあそこも非常に離合がしにく

いというか、なかなか交通量が多いときにはもう前にも行けない、曲がることもで

きない、そのような状況のところですね。こういったところの改善、それから天城

の天城石油の隣に隣接する交差点、ここも非常に農道線が農家の方々がよく行き交

う交通量の多い場所です。また、亀津空港線が大きな県道、ここも交通量が多いと

ころであります。こういったところ、そこら辺の箇所、地点にも点滅信号が必要で

すし、注意喚起を促す標識もあわせて検討できればと思いますが、いかがでしょう

か。 

○総務課長（祷 清次郎君）   

 今、議員からありました３カ所、非常に危険な箇所であると思います。停止線、

公安委員会のほうとも連携をしながら、停止線であるとかいろんな誘導標識、そう

いったものについて、今後しっかりと考えていきたいと思います。 

○１番（平岡 寛次議員）   

 次に、県道、町道、農道、そして集落内の道路における区画線とロードミラーの

管理状況ですが、各集落区長からもいろんな要望が出ていると思いますが、その管

理状況、整備状況、これについてお伺いいたします。 

○総務課長（祷 清次郎君）   

 ロードミラー等、詳細についてはまだはっきりと把握はいたしておりません。し

かしながら、台風等で破損したり、いろいろと設置がなされるべきところに設置が

されていないとか、そういった箇所については感じているところはございます。 

○１番（平岡 寛次議員）   

 集落区長からの要請なども今後上がってくるかと思います。町民の皆さんが、日

ごろ、ここは危ないねと思っても、なかなか役場まで来て言うわけにもいかないで

す。そこら辺を区長が吸い上げたり、我々が吸い上げたりしていくわけなんですが、

このロードミラー、集落内、農道内においても点検をぜひしていただいて、不備な
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ところがあればすぐ改善をしていくよう、ひとつ、お願いしておきます。 

 次に、通学路の安全対策ですが、先ほど少し大澤議員の質問ともリンクいたしま

すが、天城中学校の正門前から真瀬名橋までの区間において、特に天城中の正門前

は、道幅が狭く、非常に危険と思います。この区間は、道路事情もカーブが多く、

曲がりが多く、傾斜がきつい、さらには交通量も多い状況です。そういう中でこの

区間の道路改良、全体の道路改良は、先ほども議論がなされましたけども、なかな

か前に進まない状況ですが、この区間に車道と歩道の間に横断防止柵を設けて生徒

たちの登下校における安全確保はできないものかどうか、課長、お願いいたします。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 

 議員のおっしゃる箇所、危険な道路だという考えで県のほうとも要望を申し上げ

ていると、現在、要望いたしておるところです。その箇所については、五、六年前

に歩道の改修、県が実施をしております。その中で歩道の幅が２ｍ程度という形で

拡幅はされている状況であります。県と話をしてもそういう話をするんですが、横

断防止柵については、通学路と思われる場所について実施ができているのが、カー

シティーあたりから上区集落の三差路ぐらいまでですね。他のところについては実

施ができていないところが多いということで、議員のおっしゃる箇所については、

改築需要が入れば歩道等の改良も入るんじゃないかなという考えがございます。先

ほどの大澤議員との議論もありましたけども、ぜひ改築を早目にしていただくとい

うことと、余り危険であればまた要請を申し上げて、そこら辺は県のほうに改修を

お願いしたいというふうには考えておりますけども、改築が前提となりますので、

そこら辺はまた話をしながら県のほうとも協議をしていきたいというふうに考えて

おります。 

○１番（平岡 寛次議員）   

 課長、あわせまして西阿木名小中正門前は、ここも横断防止柵が設置されていな

い状況にあります。子供たちの登下校における安全を確保する観点から、この天城

中の区間、正門前、そして西阿木名小中学校、この前ですね、こういったところを

ぜひ検討をしていただいて、安心安全なまちづくりの観点からも、以上を要請をい

たしまして、私の一般質問を終わります。 

○議長（武田 正光議員）   

 以上で、平岡寛次君の一般質問を終わります。 

 以上で、本日の日程は全部終了しました。明日は午前１０時から開会いたします。 

 本日はこれで散会します。 

散会 午後 ５時００分 


